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塚本師也

栃ド県北部においては、阿玉台 Ia~II式調は阿玉台式土器が主体を占め、少量のわ悼む系土器(七郎内H群土器、口縁部に原体圧痕を配す土

器、隆帯柑鵡を縦横に配す士課等)が伴う。 ~iiffi台E式古関皆には七郎内E群土器が急増し、阿玉台式卦告を凌駕する。口縁部に原偶玉痕を配

す土器、隆帯や枕線を縦横に配す士濃も残る。そして次期識を増す槻沢型や湯坂型等の新たなわ持探土器が出現する。わほむ系土器の難民、

扇平なS宇状突起が主流である。阿玉台E式新開階には、ブマド式系土法の主体が七郎内E群土器から槻沢型へと変わり、湯坂型も目立ってくる。

ブマ持協卦号の薙gf士、環状の粘土を組合せ、中空イヒ柑台まる。縄文施文される阿玉台E式茸まも一定量存在する。阿玉台町式期にlま阿玉台IV式

土器と槻沢型が主体となる。突起は更に中空化する。七郎内E群土器は、この段階まで存続し、槻沢型と連動して隆帯が太くなる。加曽利EI式

古関皆には、浄法寺類型が主体となり、口頚部文諜帯に枕操を添わせない'~M古塗帯で渦巻文ヰ液状文を描く土器が組成をな七阿玉台式土器、槻

沢型の土器、七郎内E群土器が無くなり、卦輯!T，構成が一変する。加曽利EI式中関部こは、加曽利EI式土器、加曽利E式に中空¢薙Eが付

く士盤、口頭部が力日曽利EI式で伺1に対哉のモチ}フを施す土器、口頚部の渦巻文lこ剣先文を附加するブマド8b式土器、樽形を量すわf;:8b 

式土器、浄法寺類型の土器が組成をなホ隆帯脇に沈線が沿うようになる。また、この脚皆になると中空把手に枕嫌による力隙制1表れる。加曽利

EI武新開齢、口縁部文様帯にみ時文と楕円形区画文を交互に配オ土器が主体となる。火炎系士岩が消滅し、浄法寺類型も見られなくなる。

1 はじめに

H30 (2018)年 10月27・28日に、新潟県津南町においてシンポジウム「馬高式土器の成立・展開・終駕」が開催された(津

南町教育委員会2018)。縄文H新t中期中葉の新潟県中越地方を中心に分布する馬高式土器伏炎土器)を取り上げ、先行する「五

丁歩肉、後続する「栃倉肉との関係、更には火焔型・主冠型の地域差等、多岐に亘る払鳴が議論された。また、火炎土器に

類似する「火炎系土器」が分布する新潟県中・下越の周辺地域の発表者から、各地域の土器様相や本場中越地方との関係にっし、

て報告された。筆者も関東地方北東部の栃木・茨城県域に関する報告を行ったO

ところで、新潟県中・下越地方および火炎系土器が出土する秋田・山形・福島・栃ド・茨城の各県は、中期中葉には所謂大木

式土器が分布する。これらの地域と火炎土器の本場中越地方との関係を論じる際、わ!司系土器を介して並行関係、を托握する必

要が生じる。筆者はシンポジウム当日の発表で、関東地方東部、栃木県那須地方、福島県会構也方、新潟県阿賀町の編年案を示

し、その並行間系に触れた(塚本2018)。

筆者は以前、浄法寺遺跡の報文におし、て、栃幌北半部の中期中葉の土器編年を発表した(塚本1997)。それ以降は、当該地

域の卦編年については、断片的な指摘をするに留まっている。 20年が経ち、資料も増え、新たに考えたこともある。今回

のシンポジウムの発表で、樹て県北部の土耕平と周辺地域の土器群との出子関係、についてある租支考えがまとまった。そこで本

稿では、栃木県北部を中心とする中期前~中葉の土器の編年案を、下総台地(関東地方東部)の土樹肩年と対比するかたちで、

提示することとしたい。
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2 編年の方法

栃木県では海老原郁雄が中期縄文土器の編年に精力的に取り組み、昭和田 (1980)年前後には、編年の大枠は托握されていた

(海老原1981等)。筆者をはじめ多く研究者がこの編年を基礎としている。特に大木式系土器の細別は、周辺地域の土器編年に

与えた影響も大きかったようである。海老原の編年では、細別型式ごとに代表となる特徴的な土器が示されており、前後の細別

型式には、系統の異なる土器が配置されている。主体となる土器が、細別型式によって入れ替わるという当該地域における中期

中葉の土欄平変化の鞘教をよく捉えたものである。更には、前後の細別型式の差異が明瞭で、理論手しやすい編年である。

縄文H靴中期前~中葉の肋間北部では、関東地方東部と共通する阿玉台式土器や加猷!jE式土器と在地のカド式系土器が共

存する。筆者は、既に編年が確立している関知也方の土器編年を援用し、それらと伴出する在地の土器を年代的に位置付けると

いう方法を取った。そして、連続して変化する系統の出屋に力点を置いた。浄法寺遺跡の報文で示した栃木県北部の編年がその

成果である(塚本1997)。筆者が、系統の抽出と系統内での変化の把握を目指したのに対し、海老原は、前後の細別型式の差異

のfEj崖を目指したのである。

土欄干の差異を捉らえて編年をすることと、同一系統内での変化を托躍することは、相反することではなしL今回は両方の視

点を取り入れることを心がける。既存の編年に対し、現在における有効性を検証し、そのうえでこれを援用し、一括遺物を分析

して在地の土器を年代的に位置づける。そして各系統の消長を動態として捉えるとととしたい。

3 基軸とした既存の編年

紡ド県北部の中期前~中葉の土器編年を行う前に、その基準とした関東地方東部の土樹軒にっし、て、筆者の考え方を示して

おく。

縄文日制勺中期前葉、肪ド県北部、関東地方東部ともに阿玉台式土器が分布する。阿玉台式土器の編年については、西村正衛に

よる編年(西村1972・1984)が、現志最も流布している。自身が発掘調査した手l片即11下訴誠の員塚の層位的出土状態をもとに、

隆帯の脇に沿わせる押引文等の施文具(T;変化を捉えたj編年である。隆帯に沿って単列の角押文を施すものをI式、複列の角押文

を施すものをE式、爪形文を施すものをE式枕搬を施すものをN式とした。木之内明神貝塚Aトレンチ第一組貝層出土の土器

は、それ以下の層から出土した土器より発達した型式であったため、阿玉台I式をa種とb種に細分した。後述するが、その後

の発掘調査により、西キ村三提唱した各細別型式の土器のみ勺構成される一括遺物カ2複数確認され、この編年の有効性は証明され

たといえる。この編年は、施文具の差異を基準としているため、各細別型式の差異が明瞭に闇屋できる。更には、づ破片でも同

定可能という特款を持つ。

西村による編年案提示の直後、佐藤達夫が阿玉台1b式を2細分した(佐藤1979)。その内容については詳細には仏壊されて

いないが、多くの研究者がこれに従っている。筆者も阿玉台1b式を2細分したが、その内容について、ある程度考えを示した

(塚本2000・2008・2013a)。また、筆者は近年阿玉台E式を2細分した(塚本2008・2013b)。筆者の細別案については後述

する。

阿玉台式に後続する縄文時代中期中~後葉は、栃木県北部も含め関東地方全域に加曽利E式土器が分布する。力日曽利E式土器

は制定者の山内清男により 2細分された(山内1940)。その根拠は磨消縄文の有無である。仙台湾周辺の中期大木式土器の大木

8a・8b式と大木9・10式もこの基準により区分している。山内は更に4細分案を考えていたようであるが、その内容は公表さ

れず、詳細は不明である。その後多くの研究者により 3~5 細分された。昭和田 (1980) 年のシンポジュウム「縄文時代・中期

後半の諸問題」により、加曽利E式土器は、各研究者によって細別型式の呼称は異なるものの、概ね変化の捉え方については共

通していることが確認された件暢引|考古同人会 1980)。今回対象とする加曽利 EI式(磨消縄文出現以前)は概ね以下のとお

り3細分される。
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抗議を沿わせない貼り付け隆帯で、口頭部文様帯に横S字文等を配す。

五 枕諌を沿わせた隆帯で横位に展開する渦巻文が、口頭部文藤帯の上下の区画に接するか、上下区画と縦位の隆帯

で連繋するように配される。関東地方南西部では頭部を無文帯とする。

皿 抗議をj合わせた隆帯で、口頭部文議帯に渦巻文と区画文を交互に配す。関東地方南西部では頭部を無文帯とする。

加曽利E式土器は関東地方の東西において出或差がみられる。加曽利E式土器の編年は、関東地方南西部を中心に行われてき

た。その一方で、栃木県北部との類似点が多い関東地方東部(下総台地)の土器に対しては、明確な形での編年案はあまり示さ

れなかった。特に加曽利EI式古段階については、不明な点が多い。この段階においては、下総台地の土器を基準として、栃木

県北部の土器を拒握することができなかった。

加曽利E式の東西関東地方での地域差は、『日本先史土器図譜』において既に触れられている(山内1940)。東西関東の同じ年

代の二七器を別頁に掲載し、「下総方面JI武蔵野方面j と偏在性が指摘された。その後、安孫子昭二が動坂遺跡の報文で、明日曽

利EI式の事国と動坂遺跡の型ぬと題し、材各的に関東地方の力日曽利EI式の東西差を論じた 6安孫子1980)。縄文地文で、口

縁部文様帯に「鍵状文J(クランク文)を配す土器を東関東の代表的な型式とし、撚糸文地文で、口縁部文様帯に∞宇伏文を配

す土器を西関東の代表的な型式と指摘した。一方、下総台地では、勝坂・阿玉台式と加曽利E式の聞を埋める土器型式(年代的

に独立した土器型却として中峠式土器が制定された(下総考古学研究会 1976)0T総考古学明究会以外の研究者は、中峠式の

取り扱い、特にその存否に苦慮したためか、東関東の加曽利EI式最古の土器について積極的には論じなかったようである。そ

の後、埼玉県の研究者が、中峠式土器は年代的に独立した位置を占めるのではなく、阿玉台W式・勝坂式終末と加曽利EI式に

併存する一群の土器であるとの見解を示した(1) (細田ほか1982)。埼玉県郡責貝塚2A号住居士止出土土器を、東西関東の加曽利

EI式古段階の共伴事例と捉え、これをもとに東関東の EI古段階の土器が示された。筆者もこの埼玉県の研究者の見解を支持

してきた。しかし、近年に至るまで、明確に下総台地における加猷I]E式初現期の卦告の内容を明確に示した研究事例に乏しく、

漠然とクランク文の土器があるといった程度の理解がなされているにすぎ、なかった(2)。

筆者は、関蔚也方北東部の加曽利EI式古段階の土器を把握するに当たり、抗議を沿わせず貼り付け隆帯のみでモチーフを描

くという施丈手法に着目し、この手法が見られる土器とそれに共伴する土器を見極めるという手段を用いた。そして栃木県中央

部の上の原遺跡]D12キ茨城県南西部の西原遺跡第61号住居跡出土土棚平明 13図)を検討し、これらを加曽利EI式古段階

と捉え、これらの土麟臓から、関東地方東部の加曽利EI式古段階を捉え直してみた。関東地方東部の加曽利EI式古段階(武

蔵野台地の中山谷遺跡・岩の上遺跡の加曽利EI式古段階の土器に並行する段階)には、中峠式土器が主体を占め、この地方で

主体をなすと思われていた加曽利E式土器(3)は少数である。そして、下総考古学研究会が捉えた「中峠自の組成は、この段

階の下総台地の土器様相に近いと考えるに至ったので、ある(塚本 1997・2004・2010)。関東地方東部の土器編年を援用して、関

東地方北東部の土器編年の確立を目指したわけであるが、力日曽利EI式古段階については、栃ド県南東部・茨城県南西部(鬼怒

川・小貝川|の中・下読誠)の土器群の拒握から、関東地方東部の卦組成を捉え直すととになったので、あるO

4 下総台地の土器編年

筆者件財て県キ茨城県の土器の編年的位置づけを行う際に援用した、関東地方東部の土器編年を概観する。なるべく地域差を

考慮しなくて済むように、狭い範囲に限定したいため、千葉県柏・松戸市域を中心とする下総台地北部の土器を対象とする (4)。

阿玉台Ia式阿玉台1a式土器は、西村正衛がー調査した千葉県香取市木之内明神貝塚Aトレンチで、阿玉台 1b式がまとまっ

て出土した第一純員層より下の層から、先行する五領ヶ台式を混じえずに出土したため、細別型式として設定された(西村1969)。

西村は、隆帯脇に単列の角押文を沿わせる阿玉台式土器をI類とし、これをa種とb種に細分した。阿玉台1a式土器は、破片

資料が多く、長い間類例が増えなかったため、その存在を疑う見解もあったが、近年では完形土器や薗毒内出土の一括遺物も増

え、年代的に独立することは確実となった。互隅の土器と股状口縁の卦告がある。波状口縁の土器J土、先行する玉領ヶ台式の系

3 
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栃木県北部における縄文時代中期前~中葉の土器編年

譜を引くもので、頂部が平坦なものと尖ったものの二者がある。頂部が平坦なもの(第 1 図 2~4 ・ 6) は、波頂部下に渦巻状の

モチーフを配すことが多い舗1図2等)。頂部が尖るもの甥1図15・16)は、波頂部の左倶j縁に三個のキザミを加え、弧状・

渦巻伏のモチーフを配す土器が特徴的である犠1図15)。司王縁のものは口縁部に祖型的な狭い楕円形区画文を配す繍1図7

~10 ・ 12 ・ 13)。阿玉台 1 b式と異なり、隆帯と単列の角押文がともに1周しないことが多い鐸1図7)己

下総台地では、阿玉台1a式土器は破片資料が多い。松戸市寒風台遺跡土坑4が、阿宝台1a王むのみで構成される一括遺物で

ある告書 1 図 1~5)。松戸市根之神台遺跡に、器形復原可能な土器がまとまっている舗 l 図 6~13)。この時期、下総台地では、

ほほ阿玉台 1a式土器で構成されたと考えられる。

阿玉台 1b式阿玉台 1b式は、口頭部区画文、頭部素文帯、体部垂下隆帯文とし、う以後の阿玉台式を貫く基本的な文京樹献が

確立する。阿玉台Ia式同様隆帯に沿って単列の角押文を指す。平縁で口縁に区画文を配す土器では、隆帯と単列の角押文が

ともにl周する。事縁土器のなかには、特徴的な扇状突起をつけるもの犠1図18・19、第2図い2・6・18・21・23・27・28)

が目立つ。遅捕内出土の一括遺物も多し、阿玉台1b式は、佐藤達夫が2細分して以来(佐藤1974)。多くの抑諸が2細分し

ている。筆者は、実例をあげ、 2細吟案の内容を示してきた(塚本2000、2008、2013)。

阿玉台 1b式古脚皆阿玉台1a式にみられた五領ヶ台式系譜の世状口縁の土器が廃れる。平縁の土器が主体となる。区画内部

に角押文でモチーフを描くものは少ない。口縁の区画の接点から上方に伸びるように付けた花弁状の低い突起を持つ土器は甥

1図20、第2図4)、本段階の鞘教といえる。角押丈は側線と節が直交する典型的なものが多川下総台地において一括遺物を出

土した薗脅として、中山新田 I 遺跡 081 ・ 091 住居跡、水砂遺跡 028 住居跡をあげることができる悌 l 図 17~第 2 図的。なお、

茨城県南部には賊子な一括造物として、前田村遺跡第 365 号住居跡\東田中遺跡第 29号野槽防跡の出土土器悌 10 図 1~17)

がある。

阿玉台式前半期の土器。可玉台1a~II王むには、器面にヒダ状圧痕やキザミ目列を巡らすものが目立つ。ヒダ状圧痕を成形

時のすべての粘土帯の接合部に巡らすもの悌l図26・27)、ヒダ状圧痕の間隔を開けるもの甥2図23・27)、キザミ目列を

巡らすもの悌2図5・28)と型式学的に変化する(塚本2008・2013)が、変遷は柳静的である(高山1997)。この段階の一括

遺物として取り上げた遺構の出土土器は、ヒダ状圧痕が多く、キザミ目列は少なし、阿玉台1b式古段階には、ヒダ状圧痕が優

勢であったことが分かる。

この時期、下総台地では、ほほ阿玉台1b式古段階の土器で構成されたと考えられる。僅かに、水砂遺跡028住居跡では、洛

沢式系の土器犠2図7・8)がみられる。

阿宝台1b式新段階平縁の土器では、口縁の区画内部に角押ったで波状文キ制行文を描くものが多くなる(第2図18・23・26・

28)。阿玉台1b式古段階で、は少なかった投状口縁の土器が増える舗2図10・22・26)。区画の接点部分が上方に伸び上がった

もの傍2図10・11)、波頂部の皿状・静香伏!T;突起から、属平な弧状・ S宇状の隆帯を垂下させるもの犠2図22・26)等が

ある。角押文は、竹管の先端を斜めに削いだ工具で押し引きしたものが目立つようになる。

良好な一括遺物として、中山新田 I遺跡096住居跡、子和j青水貝塚252号住居跡、高齢ド戸遺跡72号住居跡、後貝塚四号堅

穴出土土器(第2 図1O~30) 等がある

この時期、下総台地では、阿玉台 1b式斯段階土器が主体を占めたと考えられる。新道式系の土器の共伴がみられる(第2図

13・16・17・20・24)。前段階より西関東系の土器の量が増えたようである。

阿玉台E式隆帯に沿って複列の角押丈を施す。半載竹管の内側を器面に当てて押引きしたものが多い。櫛歯状工具による条線

を沿わせるものもある。器形、文諜構成、文様モチーフは阿宝台1b式漸段階とほぼ同じである。阿玉台H式になると、ヒダ状

圧痕よりキザミ目列が多くなる。

下総台地では財子な一括遺物が少ない。子華日清水貝塚111住居跡出土土器(第3図1)がある。茨城県の筑波山南側の蝉裁で

は、中台遺跡SK27(j第 10 図 18~23) がある (6) 。
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阿玉台E式隆帯に沿って爪形文を施す。阿玉台H式土器と阿玉台E式土器が共伴する事例が多く、 E式に伴う皿式と、 E式を

伴わない皿式に違いがみられたため、阿玉台皿式を2細分した(塚本2013)。

阿玉台E式古段階阿玉台E式土器と阿玉台E式土器が伴う段階である。この段階の阿玉台皿式土器は縄文が施されないのが特

徴である。平縁、波状縁があり、口縁部区画文、頚部素文帯、体部垂下隆帯の基材薄成が引き継がれるが、体部中段に、幅広い

楕円形区画丈を配オ土器が現れ(第3図2・7・21・32)、一定量を占める。この段階の阿玉台E式土器とE式土器は、隆帯脇の

押引文の種類は異なる佐野りの角押文と爪形文)ものの、文議構成、口縁部断面形はほぼ同じである。阿玉台E式土器の爪形文

は、半裁竹管の外側を押引きしたものが主流であるが、この段階には半裁竹管の内側を押引きした爪形文もみられる。

下総台地北部には良好な一括遺物が多い。大松遺跡SI087・090、中山新田E遺跡055住居跡、子和清水貝塚92・106・117・

149 割主居跡等の出土土器(第 3 図 2~第 5 図 14) が矧列である

この時期、下総台地では、阿玉台 rr.rn式土器が主体を占めたと考えられる。勝坂式系土器も少量みられる繍 3 図 29~31、

第4図6、第5図8・13・14)。また勝坂式土器の顔面突起を取り入れた阿玉台式土器(第3図9・27)や勝坂式に多い有手間付

き土器を阿玉台式の手法で表現した土器悌3図15)もみられる。そもそも、阿玉台旧式土器の爪形文は、勝坂式のキャタピラ

ー文を受容したものと考えられる。古くから指摘されているように、子和清水貝塚からは大木7b式土器(第4図19)が出土し

ている。

阿玉台E式新段階波状口縁の土器(第5図15・24・27・28、第6図3)と弔縁の土器(第5図16・30)があるが、波状口縁が

優勢である。阿玉台 Ib~rr式では断面三角形であった隆帯が、太い断面蒲斡伏となり、尖っていた波状口縁の頂部が平坦で、分

厚くなる。前段階の体部の楕円形区画文は低調となり、再び垂下隆帯が多くなる。そして地文に縄文を施すものが出現する。こ

の時期、口頭部に大オ可椋土器に由来する横S宇状の単位文を取り入れた土器が出現する(第5図18)。後述する大谷津A遺跡

から好資料が出土している(第10図27・31)。

大松遺跡 SI085 ・ SK082 出土土器、小山台遺跡SK136 出土土器等明5 図 15~22) をこの段階の一括遺物と考えるが、下総台

地では女子例が少ない。現利樹 11を挟んだ茨城県大谷津A遺跡第 65 号住居跡出土土器(第 10 図 24~32) は本段階の良好な一括遺

物である。なお、大松遺跡に条蜘也文の土器があった舗5図16)。条蜘也文も本段階の鞘数であろう。四街道市南作遺跡には、

この段階の土器が多い。 126 ・ 167 ・ 168 号士坑出土土器(第5 図 23~第 6 図 3) 等が本段階の一括遺物といえよう。

この時期、下総台地では、阿玉台E式土器が主体を占めたと考えられる。但し、小山台遺跡 SK136 出土土器信有 5 図 17~22)

には、異系統の土器が多数含まれている甥 5 図 19~21) 。

阿玉台lV式隆帯に沿って比線を沿わせる。ほとんどの土器が地文に縄文を施す。特に隆帯上の縄文施文が鞘教的である。投状

口縁の土器(第6図6・18)が大多数を占め、平縁で口縁部に区画文を配す土器はわずかとなる。前段階に出現した、口頭部に

横S字文を取り入れた土器(8)は存続する(第7図1・4)。

聖人塚遺跡 012 ・ 014 住居跡出土土器、水砂遺跡 034 住居跡、子不日晴水員塚 56 号イ主居跡明 6 図 4~第 7 図 8) が下総台地の

一括遺物である。下総台地では、阿玉台1a 式，~rn式までは、ほぼ阿玉台式土器で構成され、関東地方西部の勝坂式土器(おそ

らく在地で製作したものが多し、)が少量あり、稀に関東地方北東部の大木式系土器が伴う程度であった。阿玉台W式期になると、

阿玉台W式土器頃 6 図 6 ・ 18、第 7 図 1 ・ 4 ・ 7) が舶或の中で占める割合は低くなる。阿玉台W式調には中~市文系土器〈第 6

図12・13、第7図8)が前主することは前述したが、むしろ在地の勝坂式土器傍6図9・17・19・20・23・24等)が多いよう

である。

加曽利 EI式古段階かつて宮崎朝雄は、東関東地方の加曽利 EI式古段階の土器として、口縁部文様帯にクランク文を配す土

器、口縁部文諜栴こ細し、隆帯で区画文と渦巻丈を配す土器、口縁音防課帯に1本隆帯で曲線文を配す土器、口縁部文様帯内部に

棒伏枕擦を充填する土器等が紬設することを指摘した(宮崎 1982)。前述したとおり、筆者は上の原遺跡]D12と西原遺跡第61

号住居跡の出土土器(第 13図)の分析から、鬼芯川・小員)11の中・下済誠(茨城県の筑波山より南西の捌掲では、加曽手IjE 

一一 6一一



栃木県北部における縄文時代中期前~中葉の土器編年

主主国

層釘 3

17 

5=1/10 

1~3 ・中山新田 l 遺跡 091 住居跡 4~9 水砂遺跡028住居跡 1O~ 17・中山新田|遺跡096住居跡

18・19:子和清水貝塚252号住居跡 20~ 22:高根木戸遺跡第72号住居跡 23 ~ 30:後貝塚四号竪穴

第2図 下総台地の阿玉台式期の土器 (2)
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第3図 下総台地の阿玉台式期の土器 (3)
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事審J

1 子和清水貝塚 111号住居跡

2~20 大松遺跡51087

21 ~31 :大松遺跡51090

32 ~ 35:子和清水貝塚田号住居跡
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栃木県北部における縄文時代中期前~中葉の土器編年

10官

寸(¥ 7 

1~11 :子和清水貝塚106号住居跡 12~ 19:子和清水貝塚 117号住居跡

20 ~ 25 :子和清水貝塚149号住居跡

第4図 下総台地の阿玉台式期の土器(4) 
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ぐ7fF?7710「j11計12

19 

23 

24 29 

1 ~14 中山新田11遺跡055住居跡

23 ~ 26:南作遺跡126号土坑

15・16:大松遺跡5K082 17 ~ 22・小山台遺跡5K136

27~30 ・南イ乍遺跡 167 号土坑

第5図 下総台地の阿玉台式期の土器 (5) 
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栃木県北部における縄文時代中期前~中葉の土器編年

I式古段階(武蔵野台地の中山谷遺跡第10号住居跡・岩の上遺跡第23号住居跡に出子ずる段階)には、クランク文を配す下総

台地型の加曽利EI式は組成の中で主体を占めず、むしろ中峠式卦部主流であるとの見通しを立てた(塚本1997)。

下総台地の加曽利EI式古段階の一括遺物として、大松遺跡SI091・101、SK053・077出土土器、子和清水員塚第184号イ主居跡、

第 223 ・ 224 ・ 522 号土坑出土土器傍7 図 9~第8 図 18) を考えてみた。大松遺跡を報告した西川博孝は、l 加曽利口式古伽

曽利 E1式古)段階を、背割れ騒帯で円文・横蕨文・クランク文を配し、空隙に枕識を充填するもの犠 7図 22)、縄文地に 1

本の貼りイ寸け隆帯で横蕨状文守強状文を描くもの甥7図24等)、朝顔形に開く若彬で、肥厚した口端に交互刺突文、体部に加

曽利E式の文藤を持つもの、朝顔形の器形の頭部に突出した楕円形区画文を配すもの等が組庶するとした(西)112011)。この見

解が現時点で、最も的確にこの段階の下総台地の土器様相を把握したものと思われる。これらと、在地の勝坂式系土器(第7図

16・17・20、第8図4)、中峠式土器犠7図9・23、第8図6)が伴うのが下総台地の加曽利EI式古段階の土器組成と考えら

(日)
れる 。

加曽利EI式中脚皆 この段階になると、隆帯の両脇に抗議泉を沿わせるようになる。代表的な土器として口縁部対菜帯にクラン

ク文を配し、縦位枕識を充填する下総台地型の加曽利EI式土器(第8図19・20・31)、縄文地文でクランク丈を配す土器甥9

図3・4・6・12・19・20)、口縁部文様帯に横S宇民文を配し、 S字が文様帯上下の区画に接するか、短い隆帯で連繋する土器頃

9図 13・14)、口縁部文様帯に波状隆帯を配す土器悌9図8)、前段階にみられた朝顔形の土器悌9図l・10)等がある。こ

の段階に関東地方西南部では、頚部無文帯を持つ土器が多くなるが、関東地方東部では頚部無文帯を配さない土器もある。前段

階にみられた勝坂式系の土器、中峠式系の土器(第9図5)はあまりみられなくなる。

この段階の一括遺物としては、大松遺跡SI036・088・093、SK099出土土器弘子和清水貝塚第129・148・243号住居跡第137・

338 ・ 438 号土坑出土土器等(第8 図 19~第 9 図 20) がある。

加曽利EI式新段階 口縁部文様帯に渦巻文と区画丈を交互に配す土器(第9図22・24・25・26)が主流となる。縄文地に世状

隆帯を配す土器(第9図23)も引き続き存在する。関東地方南西部では頭部無文帯を持つ段階であるが、前段階同様持たなし、土

器もある。

大松遺跡SK100出土土器、子和清水貝塚第188号住居跡、第185号土坑出土土器明9図21~26) が本段階の良好な一括遺物

である。

以上、下総台地(北部中心)における中期前・中葉の土器の変遷を第11・12図のようにとらえてみた。

5 栃木県北部の編年

関期也方東部の下総台地と対比するかたちで、那須地方を中心とする樹三県北部の士:樹軒再案を示す。本来は、地域差を考慮

しなくてすむ「那須野が原」程度の狭い範囲の土器を対象として編年的位置づけを行し、たいところであるが、各細別型式の土器

組成を示すほどの資料数に乏しい。そこで、旧那須割減およひ胃隣の旧塩谷割減(主に矢板市域)を含めた地域を対象とする。

資料が不足した細別型式では、隣接地域で補うこととしたい(10)o

阿玉台 1a式阿玉台1a式は、那須地方では古くからイ晴井出量跡例明14図7・8)が知られていたようである。那須地方に

隣接する矢板市坊山遺跡に、頂部が尖った波状口縁の立引列がある(第14図6)。波頂部左側縁に二つの扶りが見られる。波状口

縁で、頂部が平坦になり、ここにキザミを加える例(第 14 図 7~9) もある。平縁の土患には、口縁に狭い区画文を配す土器繍

14図1)、口縁部直下に直接角押文でモチーフを描く土器悌14図4)がある。一括遺物には恵まれなし、やや地域が南街Lるが

日光市湯西川0)11中内遺跡 SK112 ・ 709 出土土器場 14 図 1~5) 、栃木県中部になるが守三都宮市九古臼遺跡 SI131 出土土器(第 29

図1・2)が一括遺物の朋代、ある。これらはほl鋼玉台 1a式土器のみで構成されており、この時期動幌北部は阿玉台 1a式

土器が主体を占めたようである。筆者は、七郎内E群土器が、玉領ヶ台式沫の縄文地に有節抗議泉を脂す土器(雷七類の一部、竹

ノ下式土器)の系譜を引く土器と考えてし、る。かつて、波頂者間則縁の扶り等阿宝台1a式の鞘敷を持ち、地文に縄文を持つ滝田

11 
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内遺跡の土器場31図8)を、阿玉台1a式段階の七郎内H群土器(11) として取り上げ、前述した七郎内H群土器の系統観の傍

証とした(塚本1990)。この時期に、七郎内E群土器など、大オ戒系土器が少量伴うことが推定できる。
(12) 

阿玉台1b式古段階矢板市石関遺跡第 1 号性居跡出土土器明 14 図 10~15) をあげることができる 。原体圧痕を施す大

木7b式土器(第14図13)がl点出土しており、この段階も阿玉台式主流で、少量の大;;t可壌土器が伴うlと考えられる。矢板

市山首代A遺跡では、該期の土器を出土した土坑を複按調査した〔進藤 1996)。第 2 ・ 22 号土坑出土土器繍14 図 16~21) は、

出土した点数は少ないが、この時期の一括遺物と考えられる。第2号土坑では、七郎内H群土器窃14図17)が共伴した。阿

玉台1b式土器(第14図16・18)は、角押文の節がfjlU線と直交し、区画内に角押文によるモチーフが乏しいため、古段階と判

断した。狭い区画文聞に円盤状の貼付文を配す例(第14図21)は、阿玉台1a 式，~I b式古段階に多くみられる。

阿玉台1b式漸段階破片資料は多いが、良好な一括遺物は少なく、僅かに大田原市地蔵山遺跡出土土器舗 14 図 22~35) が

ある。地蔵山遺跡例は、口縁部区画内に密に角押文を配した例甥14図23)がありJ持問こヒダ状圧痕ではなくキザミ目列が

多いととから、阿玉台1b式漸段階と判断した。栃木県中部には矧列として芳賀町免の内台遺跡 SI5 出土土器悌29 図1O~13)

がある。ともに図化・掲載された土器を見る限り、阿玉台 1b式土器が主流である。地蔵山例には地文縄文で、沈線でモチーフ

を描く土器と全面掩揃文の僻防鞘主し、ブマド式系土器が少量伴うことが分かる。

なお、隣接する茨城早北部の常陸大富市滝ノ上遺跡 SK178 出土土器(第 29 図 3~9) は、新古の別は不明であるが阿玉台 1 b 

式の一括遺物である。器税夏原可能な土器は、阿玉台式が5点、大木式系土器が2点(原体圧痕の土器1点、縄文地丈で隆帯を

貼付する土器1点)であり、土器の組み合わせば石関遺跡例と似た傾向にある。

阿玉台E式三輪仲町遺跡 SK136 ・ 545 出土土器舗 15 図 1~11) が良好な一括遺物である。 SK136 からは、器問夏原可能な阿

玉台式土器が 5 点(第 15 図 1~4 ・ 7) 、大木 7b式土器が 3点悌 12 図 5 ・ 6 ・ 8 隆帯と比線でモチーフを措く土器 1 点、原体

圧痕の土器 1 点、枕識を施す体部 1 点)、破片として七郎内E群土器が出土した。 SK545 からは、器河~包京、可能な阿玉台E式土器

3点が出土した。破片資料では阿玉台E式と七郎内E群土器が半々である。なお槻沢遺跡SK390出土土器は甥15図12・13)

は、七郎内E群土器である。伴出した時期半腕IJ可能な阿玉台式卦制片がいずれも阿玉台E式土器で、他の破片は七郎内E群土

器を主体とするため、この時期に位置づけた。

阿玉台E式期は、阿玉台式が 6~7 割以上で、大木 7b式土器が 3~4 割のようである。大木 7b式は原体圧痕の土器と隆帯や

枕諌を施す土器が主体のようである。阿玉台1b式期よりもブマド7b式の骨l合が増すかもしれなし、また七郎内H群土器が破片

として確実に伴っている。

紡ド県中央部の例であるが、高根沢町つ石神遺跡 I 区 2 号住居跡およびH区遺槻平 1 出土土器(第 29 図 14~22) 、上の原遺跡

JT3出土土器頃29図23・24)がこの段階の良好な一括遺物である。ともに七郎内E群士器が伴ってし、る。

阿玉台E式古段階阿玉台E式土器と縄文を施文しない阿玉台皿式が共伴する段階である。阿玉台式土器は、車縁と波:附蒙の土

器の両者が荊生する。槻沢遺跡SK-392・393出土土器、三輪仲町遺跡JD-29出土土器、品

鍋前遺跡S認剖K阻l附6船6出土土器 6悌第l日5図14い~第16図2勾22)幻)など良敵虫好子拍な一→事括舌遺物に恵まれている。副11台遺跡A地点、は、ほぼこの時期
/ 

限定で営まれた集落と考えられる。栃木県北部に隣妥する福島県白河而有堀切遺跡第5号住居跡出土土器頃 30 図 1~15) が本

段階の土掛即或の標準と考えてし、る。出土量が多い槻沢遺跡 SK-393 出土土器甥 16 図 1~19) の観察から、これまで主流であ

った阿玉台式土器を大木式系土器が凌駕するようになったことが分かる。七郎内E群土器甥 15 図 15 ・ 21 ・ 22、第 16 図 4~10)

が爆発的に増加し、土器手島支の主体を占めるようになる。この時期、七郎内E群土器をはじめとする大木式系土器には、扇平な

粘土板によるS宇状の突起が付く舗15図15)。隆帯や枕識で簡素な文藤を描くわド式系土器繍16図11)も共伴する。本地

域では共伴例がないが、南堀切遺跡第5号住居跡(第30図12)や栃木県中央部の宇都宮市竹下遺跡SKll0舗 29図27)の共伴

事例から、原体圧痕の土器も残るようである。次段階以降増加する、槻沢型(13) (第 16図13)や湯坂型(14) 場 15図18、第

16図22)が伴う例もあり、この段階に出現していたと考えることができる。

-12-
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第 6図 下総台地の阿玉台式期の土器 (6)
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第7図 下総台地の阿玉台式期の土器(7)・加曽利 EI式期の土器(1 ) 
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1 ~5: 大松遺跡 5K077 6 ~ 10 :子和清水貝塚 184号住居跡 11・12 子和清水貝塚223号土坑

13~ 16:子和清水貝塚224号土坑 17・18:子和清水貝塚522号土坑 19・20:大松遺跡51036

21 ~29: 大松遺跡 51088 30~32 大松遺跡51093

第8図 下総台地の加曽利 EI式期の土器 (2)
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第9図下総台地の加曽利 EI式期の土器 (3)
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1 ~5: 前田村遺跡第 365 号住居跡 6~17 :東田中遺跡第29号竪穴建物跡

18~ 23・中台遺跡第27号土坑 24~ 32 :大谷津A遺跡第65号住居跡

第 10図茨城県南部の阿玉台式土器
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第 11図 下総台地の縄文時代中期前。中葉の土器縮年(1)
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第 12図 下総台地の縄文時代中期前@中葉の土器編年 (2)
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勝坂式系土器

中峠式系土器
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1 ~6: 西原遺跡第 61 号住居跡 7~ 23:上の原遺跡JD12

第 13図 鬼怒川・小員川流域の加曽利 EI式期の土器
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第 14図 栃木県北部の阿玉台式期の土器(1 ) 
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阿玉台E式新段階湯坂遺跡T1-V区土墳出土土器甥17図)が本段階の代表例といえる。他に、三輪仲町遺跡SK212・528a、

JD77 出土土器、槻沢遺跡 SK74、 P87 出土土器悌 16 図 23~39、第 18 図)が良好な一括遺物である。大木式系土器(15) では、
槻沢型が増加する段階である。但し、湯坂遺跡T1-V区土壌出土土器では、七郎内E群土器(第 17 図 7~11 ・ 16 ・ 20) が主体を

占め、槻沢遺跡P87出土土器では槻沢型甥18図2・3)が主体を占めており、阿玉台皿式漸段伊針すで、大木式系土器の主体が、

七郎内E群土器から槻沢型へ樹子した可能性もある。湯坂型〈第 17 図 12 ・ 13 ・ 17~19) が安定して前生し、越後の火炎土器を

模倣した火炎系土器(第 18 図 4~6) が出現する。大木式系土器の把手は、環状の粘土を組みあわせ、中空化が始まる(第 17

図8、第18図2・3)0S宇状突起も、粘土環が付加され、中空化する(第16図31・34)。

大木式系土器が主流となったとはいえ、阿玉台皿式土器は安定して相主する傍 16 図 24~26 ・ 35 ・ 36、第 17 図 1~6 、第 18

図 1 ・ 11~14 ・ 20)。下総台地と比較しても量的にもまとまっているO 阿玉台H式までの阿玉台式土器の中心地は、従来の指摘の

とおり、霞ヶ浦沿岸から利劇11下流域といえるが、阿玉台E式(新段階)以降は、むしろ栃ド・茨城両県域が中心であったと考

えられる。阿玉台1a式 1 b式漸段階、 E式では、投状口縁の土器と平縁の土器がほぼ同量であるが、阿玉台E式新段階以降

になると、平縁の量が減り、膨伏縁の土器が主体を占めるようになる。

阿玉台W式脚皆槻沢遺跡141H2、17H炉下P出土土器、小鍋前遺跡SK93・125・162a .257 出土土器(第 19 図 1~第 21 図 17)

などが良好な一括遺物である。前段階同様、大木式系土器 が優勢であるが、阿玉台Ii司土器も一定量、安定して存在する。

ほとんどが波状口縁で、平縁は非常に少ない。大オ可堺土器では、槻沢型が主流を占める(第四図8・9)。これに、口縁部に押

捺隆帯を巡らせた、期愚前的な土器(第 19 図 26) 州半う。七郎内H群土器も残存し、一定量宿生する(第 19 図 5~7)。他の大

木式系土器と連動して、隆帯が太くなり、把手が中空化するなど、盛許子期の阿玉台E式古段階のものから変化が認められる。栃

木県域に刺列はないが、福島県キ吸城県の状況から、中空化した把手に有節枕謀を施す七郎内E群の鞘教的な浅鉢が栴生したと

思われる(やや異なる槻沢遺跡例を編年表に提示;第32図16)。火炎系土器も存続する(第19図25)。突起は中空化が進み、

より立体化する慌19図9・11、第20図24・30)。

加曽利EI式古段階浄法寺遺跡第16・18号土坑出土土器、三輪仲町遺跡SK050、槻沢遺跡SK213出土土器、長者が平遺跡SK4

出土土器、浅香内 8H遺跡F.6 出土土器、イ鍋前 SK90 出土土器悌 21 図 18~第 24 図 13) 等が良好な一括遺物である。この段

階になると土器が大きく交替する。阿玉台式土器が終鷲を迎え、大木式系土器も七郎内H群土器、湯坂型が消澱する。槻沢型も

僅かな例を除き、ほぼ消滅する。火炎系土器は存続する頃22図15)。以後に主流となるキャリバー形を呈し、口頚部に一帯の

文様帯を配す土器切日曽利E式土器を含む)が出現する(第22図6・20、第23図18、第24図1・8)。比線を沿わせない貼り付

け隆帯で、口縁部文様帯に滑藩文や投状文を配す土器(第22図6・20、第23図18)がこの段階の指標となる (17)。そしてこの
(18) 

時期、火炎系土器の要素(曲隆線による器面の充填)を取り入れた在地の土器、浄法寺類型 が組成の主体を占める(第 21

図 19、第 22 図 1~4、 16~19、第 23 図 1~9 ・ 20)。口頭部に縦位短枕諌を充填する、下総台地盟の加曽利EI 式土器の要素を取

り入れたと恩われる土器(第22図5、第23図12)、また下総台地型の加曽利EI式土器 )そのものも少量栴主するようである。

前代まで主に槻沢型に付いていた中空の突起は、浄法寺類型や口頭部に一帯の文謙帯を配すキャリバー形の土器に引き継がれる。

立体化し、細し、貼付隆帯で力日飾するものも現れる。正面から見て左右均等の眼鏡伏の円孔があり、裏面倒jに円孔を配すものが安

定して相生する。日沖剛史・福田貫之・浅間陽等が明らかにしたことであるが、当地域でも阿玉台式系の浅鉢(第 22図8、第

24図7)がこの段階まで残る(日沖・福田・浅間2014)。

加曽利EI 式中関皆三輪仲町遺跡SK086、 JD3 出土土器、岩船台遺跡 SK1 ・ 16A 出土土器(第 24 図 14~第 26 図 12) が本段階の

良好な一括遺物である。キャリパー形の土器では、口頭部対菜帯に抗議が添う隆帯で文様が配される。横S宇状文や弧状文がみ

られる。これらは、口頭部文議帯の上下に接するように阻されるか、縦位の也、隆帯で上下の区画と連繋される(第25図2・7・

8、第26図8・11)。関東地方東部に多いとされるクランク文の土器(第25図3、第26図6・7)もある。この時期、東北地方の

大木 8b式と共通する土器が出現する。キャリバー形で口頭部に一帯の文様帯を配し、横 S字文に剣先文を付ける土器(第 25
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図15、第26図10)、全体が大きな樽形の器形を呈す土器甥25図9・16)の両者が存在する。浄法寺類型と火炎系土器も郁亮

する。中空の把手は大形化ずる。そして中空突起の円孔に沿って枕搬を施すようになる。また前段階までの正面から見て円孔が

左右に二つ眼鏡伏に並ぶ把手の他に、正面に1孔を配し、左右及ひ寝側に3孔を配すもの、更には上面に1孔を配し計5干しとな

(20) 

り、全体が立方体に近くなる箱状突起も現れる

加曽利EI式漸段階槻沢遺跡SK147・154出土土器、三:輪仲町遺跡SK073出土土器、不動院裏遺跡F.17出土士器鎌田図 13

~第 28 図 20) 等がこの段階の良好な一括遺物である。キャリノ~~形の口頭部一帯型の土器は、口頭部文様帯に渦巻文と区画文

を交互に配す文様となる(第 26 図 14 ・ 15、第 27 図 1~3 ・ 5 ・ 16 • 17、第 28 図 1~12) 。体部に懸垂丈を商止すカ日曽手!J E 式土器そ

のものの土器甥26図15、第27図3・16、第28図8・11・12)と、体部に渦巻文等わ同b式の文様を配す土器悌26図14、

第27図5・6、第28図2)とがある。そして中空突起を持つもの悌27図6)もある 。ブマド8b式土器も、剣先文を配オキ

ャリバー形の卦告と樽形の土器(第 26 図 13 ・ 16 ・ 17 ・ 19、第 27 図 7~12 ・ 15、第 28 図 15 ・ 16 ・ 20) が存続する。火炎系土器

はI削食するようである(木場中越でもこの段階には消滅している。)。槻沢遺跡例でもわかるように浄法寺類型も見られなくなる

ようである

6 今後の課題

栃木県北部の阿玉台1a式期から加曽利EI式調までを、土器群の組合せの変化を中心にその変遷を捉えてみた。浄法寺報文

以後の増加資料を用い、士出或差を考慮しなくて済む狭い範囲での編年案を目指した。

編年の基軸とした阿玉台式土器と加獣!JE式土器は、変遷の画期が捉えやす比一方、大和協土器は変遷が湾略的で画期が

拒握しにくし、そこで今回は、先行研究者の海老原郁雄に習い、土棚平の組合せの変化に力点を置き、大木式涼土器の位置づけ

を行った。筆者がこれまで追究してきたとおり、大木式系土器の各系統は、短期間て背聯色せず、ある程度変化をとげながら紺続

する。この系統内での変化は今後も追い続ける必要がある。更に、各系統に共通する要素を見いだし、それが連動して変化する

状況が把握できれば、より土器群の変化を正確に把握できる。筆者は、突起の変遷に注目しており、その一部を津南町のシンポ

ジウムで発表し(塚本2018)、科高でも各段階の突起の鞘教に鰍比。オマド式系中空突起の変遷は、いくつかの変化のパターン

が想定されるが、現時点では代表例を羅列したにすぎなし、今後は突起の型犬判句な変遷、大木式系土器の系統を越えて荷主す

る要素の変化のt日量に努めたい。これにより、阿玉台式土器や加曽利E式を伴出しない地域の土器編年ができるようになり、更

には新潟県から東北地方南部および関東地方北東部の編年対比が可能になると思われる。

[註1

1)後に、下総考古学研究会¢後進の研賓者が、各地で出土する「中山拭土器」を集成、再検討して、この考え方を支持する見解を発表した(下

給湾古学朔究会1998)。

2)近年、岡|晴孝が柏市大松遺跡の報文で、切日曽利E1式古」の内容を示している(西)112011)。後述するが、この見解が下総台地における該期

の土器様相を最も的権に示したものと考えている。

3) r下総台地劃とされる(谷井1987)、口縁部文議帯に縦位洗煉を密に配し、クランク文等を配オ土器で、隆帯に抗議を沿わせないものが代表

的な例である(西原遺跡第61号住居跡例;第13図1)。

4)下総台脳出の土器だけでは不足する棚iJ型式があるため、すEに旧印蹴臓の四物道市南作遺跡の土掠東京湾岸の船橋市高樹立戸遺跡、

千葉市後貝塚の土器を取り上げ九下総台地以外の土器は、参考として取り上げても、編年表舗11・12図)には掲載しないこととした。

5)高干長ド戸遺跡72号住居跡の、平縁の阿玉台 1b式は、古関3皆!J;特徴があり、学史上取り上げられることが多かったこの一括遺物は、純粋な一

括遺物ではない可能臨まある。後貝塚は報告者の寺内隆夫により、阿玉台式の器面のヒダ状庄痕とキザミ日の差により、年代差出あり純酔な一

世齢トではないことが指摘されている(寺内2009)。筆者は、ヒゲ状圧痕とキザミ目は、量比の移り変わりとして捉えているため、これを一括

遺物として扱うこととする。
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1 ~8: 三輪仲町遺跡 SK136 9 ~ 11 :三輪仲町遺跡SK454 12・13:槻沢遺跡SK390

14~16 :槻沢遺跡SK392 17・18:三輪仲町遺跡JD29 19 ~ 22 :品川台遺跡第5号袋状土坑

第 15図 栃木県北部の阿玉台式期の土器 (2)
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栃木県北部における縄文時代中期前~中葉の土器編年
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1 ~19: 槻沢遺跡 5K393 20 ~ 22 :小鍋内遺跡5K166 23 ~ 32 :三輪仲町遺跡5K212

33 ~ 39 :三輪仲町遺跡5K528a 

第 16図 栃木県北部の阿玉台式期の土器 (3) 
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1 ~25: 湯坂遺跡 T1-V 区土壌

第 17図 栃木県北部の阿玉台式期の土器 (4)
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1 ~ 10:槻沢遺跡P87

11 ~ 18:槻沢遺跡5K74

9 

19~21 :三輪仲町遺跡JD77

栃木県北部における縄文時代中期前~中葉の土器編年
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第 18図 栃木県北部の阿玉台式期の土器 (5)
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栃木県北部における縄文時代中期前~中葉の土器編年
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1 ~21 :槻沢遺跡 17H炉下P 22 ~ 26 :小鍋内遺跡5K125 27 ~ 33 :小鍋内遺跡5K257

第20図栃木県北部の阿玉台式期の土器(7)
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1 ~ 11 :小鍋内遺跡5K93 12~17: 小鍋内遺跡 SK162a 18 ~ 20 :浄法寺遺跡第 16号土坑

第 21図 栃木県北部の阿玉台式期の土器 (8)・加曽利 EI式期の土器(1 ) 
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栃木県北部における縄文時代中期前~中葉の土器編年

22 

/:=;\~ 
4 

間7
21 

24 
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第 22図 栃木県北部の加曽利 EI式期の土器 (2)
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1 ~14: 長者ケ平遺跡 5K4 15 ~ 24 :浅香内 8H遺跡F.6

第23図 栃木県北部の加曽利 EI式期の土器 (3)
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栃木県北部における縄文時代中期前~中葉の土器編年

1 ~7: 槻沢遺跡 SK213 8 ~ 13 :小鍋内遺跡SK90 14 ~ 23 三輪仲町遺跡JD3

第 24図 栃木県北部の加首利 EI式期の土器(4) 
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1 ~17: 三輪仲町遺跡 SK086 18 ~ 26 :岩舟台遺跡SK1

第五図栃木県北部の加首利 EI式期の土器 (5) 
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栃木県北部における縄文時代中期前~中葉の土器編年
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1 ~12: 岩舟台遺跡 5K16A 13 ~ 19:不動院裏遺跡 F.17

第 26図 栃木県北部の加曽利 EI式期の土器 (6)
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1 ~15: 槻沢遺跡 5K154 16 ~ 19 :槻沢遺跡5K147

第27図 栃木県北部の加曽手IJEI式期の土器(7)
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栃木県北部における縄文時代中期前~中葉の土器編年

17 
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1 ~20: 三輪仲町遺跡 5K073

第 28図栃木県北部の加曽利 EI式期の土器 (8)
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1・2:大志白遺跡5131 3 ~ 9 :滝ノ上遺跡5K178 10 ~ 13 :免の内台遺跡515

14~20 ・石神遺跡 11 区遺物群 1 21・22:石神遺跡|区2号住居跡 23・24:上の原遺跡JT3

25 ~ 27 :竹下遺跡5K110

第29図 周辺地域の阿玉台式期の土器
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栃木県北部における縄文時代中期前~中葉の土器編年
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1 ~ 15:南堀切遺跡5号住居t止 16 ~ 18・竹下遺跡土壌

第 30図 周辺地域の阿玉台・加曽利 EI式期の土器
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第31図 栃木県北部の縄文時代中期前@中葉の土器編年(1 ) 
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(七郎内 11群土器)

8:滝田内遺跡

19 :地蔵山遺跡

34~36 ・ 38 :槻沢遺跡SK393

栃木県北部における縄文時代中期前~中葉の土器編年

大木式系土器

(原体圧痕の土器)

(隆帯。沈線の土器)

(槻沢型) (湯坂型)

14 山苗代A遺跡第2号土坑 15 :石関遺跡第1号住居土止

25・26:槻沢遺跡SK390 27・28:三輪仲町遺跡SK136

37 :三輪仲町遺跡JD29

同左
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第32図 栃木県北部の縄文時代中期前・中葉の土器編年 (2)
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栃木県北部における縄文時代中期前~中葉の土器編年

〈七郎内 11群土器}

(大木8b式土器)

5・8:湯坂遺跡T1-V区土坑 6 槻沢遺跡SK74 7・9:槻沢遺跡 P87

15~17 ・ 19 ・ 20 :槻沢遺跡 14H-P2 18 :小鍋内遺跡SK125 26・27・29:三輪仲町遺跡 SK050

28 :浄法寺遺跡第 16号土坑 34・37・38:岩舟台遺跡 SK16A 35・36:三輪仲町遺跡 SK086

42・43:槻沢遺跡SK154

同左
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1 ~7: 金井台遺跡 G295F

13・16:宮後遺跡(茨城県)

第33図

日!

一〉
勺起し
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20 :岩舟台遺跡17・18:湯坂遺跡 19 :浄法寺遺跡

周辺地域の加曽利 EI式期の土器・各系統の標準的な土器
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栃木県北部における縄文時代中期前~中葉の土器編年

6)図示しなかったが、茨城県掛端麟53明主居跡出土土器は、報告書に掲載された破片野ヰのうち、押引文が施されたものは、ほぼ全て複列

の角押文であり、阿玉台E式の一信産物と判断される。阿玉台E式土器を細字に出土する一括遺物は少ないが、阿玉台E式土器を混じえずに、

純粋に阿圧台E式土器のみで構成される時期が存在すると考えている。

7)オ世遺跡SI090出土品告には、 l点だけ縄文施文する阿玉台E式卦号繍3図27)が含まれている。他の阿玉台E式土器が本段階の特教をよ

く示しているため、一括遺物の事例として取り上げた。

8)この土器は下絵湾古学研究会がカりて中山拭の標準として取り上げ(下総考古学研究会1976)、後に「中峠5次2也監端本」と命名した(下総

考古学場開会1998)土器と重なる。筆者は、阿玉台式の器形、口綾部断面形、文様表出技法がみられ阿玉台式の口頭部に横5字文を取り入れ

たものとして、阿玉台式の範需で捉える。

9)筆者は、関東施方北東部の各地域における加曽利EI式古段階の卦告を取り上げてきた(塚本2006・2016)。筆者の加曽利EI式古段階は、同

一系統のものに計目・新目がみられ、年{唱がある。将来的に鵬示される可能性がある。大半が、山内清男が加曽利E式回「最も古い部分」と

した陸平員塚出土土器によりも古し様相のものである。研究史との整合性も含めて今後の課題としたし、

10)樹立県北部にある那須野が原は、那珂川と支流の箸)II(こ挟まれた搬献を呈する約400国の比較的平坦な土地である。那頁岳の南東部に広が

り、「型開野が原扇状地」とも呼ばれ、湧水点が限られており、その付近に中期のブc規模集落遺跡が点在する。今回取り上げる、槻沢遺跡(那

須塩原市)、湯坂遺跡、岩舟台遺跡、雑撒山遺跡、品

地拙にこ功ある引イ僻晴井脚地遁跡(側君那R獅 T)、浅香内 8H遷凱不動院費留郵(以上大田原市)、期11の西・南側の喜週|旺陵にある石関遺跡、坊山遺跡似

上矢板市)、 A鍋内遺跡(那須鳥山市)を含める。また、阿玉台 1a式湖!T，例として、醐働に遠い栃幌北西端の仲内遺跡(日光市湯聞11)

を対象とする。

11)阿玉台式期に由子ずる時期に、福島県南半から栃ト茨城県北半部を中心に分布する縄文地に棉蹴謀で文様を描く土器を「七郎内E群土器」

と呼称する舗 33 図 8~13)。〆福島県石川郡石川町七郎内 C遺跡で「第E群土器」とされた土器を中心とする(松本 1982) 。直企する胴部か

ら、強く屈折して頚部が外反する器形もしく悶虫く内毎するキャリパ}形。球部を呈し、目岡山こ4条の垂下隆帯を配し、この間に楠制調こよ

る弧状のモチーフ等を配ホ頚部の広い施文域には、有節枕鵡を沿わせた隆帯等による弧状、補潜伏のモチーフを配す。口縁部には狭い婿円形

区画文を面目ーか、持捺を加えた隆帯を巡らし、突起を付けるものが多しL平縁が主流であるが、協伏口縁のものもある。体部が張る蜜形の器形

の卦告もある。この種の器形の主器は、頚部の文諜を省略し、 4糊 1に渦巻文:と垂下隆帯を合体させたモチーフ掛けものが目立つ。縄文は圧倒

的に2段LR!T，樹立施文による単節制縄文が多い。なお、海老潤念(海老津1984)キ筆者の五領ヶ台末から系統を引くとの考え方に対し、江原

英、石坂茂建石徹、井出浩正、合田恵美子(石坂1991、江涼1991、建石・井出・合田2009)による批判がある。

12)単列の角押文を施村て形の深鉢と無文の浅鉢紳撒伴う。 1例、阿玉台E式と居、われる複列の角押文を施オ土器があり必ずしも良好な一括遺

物とは言えなしL大潮耕は、器嘩形や角押文が古宇目を呈し、阿玉台 1b式古段階と居、われる。以前同蹴出土の破片資料を実見したが、阿

玉台1a式土器及。判玉台 1b式古段階の土器が主体を占めていたように詑憶する。

13)槻沢14H-P2、槻沢遺跡P87からまとまって出土したオマド式系土器を「槻沢劃と命名した(塚本2017)。直立する胴部から強く屈折して頭部

治宝外反し、頚部に広い施文域を配し、口縁部には開奈やキザ、ミを加えた隆帯を巡らし、それと連繋して中空の突起を配す。頚部と体部の施文域

には、クランク文、弧線文明倫巻文などのモチーフを、主に 2~3条の枕謀で描く舗33 図 14~16)。隆帯で表現す4 るものもある。七郎内E群

土器が、 4相 l(こ垂下隆帯を配し、その聞にモチーフが閉じ込められていたのに対し、槻沢型は垂下隆帯を取り除き、文諜が横方向に展開する。

主に樹て開聞から福島県域にかけて分布する。栃陳北部では、阿玉台E式古閑3皆に出現し、阿玉台m.IV式謝子期に面子し、加曽利EI式

期にはほとんど存在しなくなるが、福島県域では加曽利EI式期以降にも干特定するようである。なお、茨城県北部にも槻沢型は分布するが、む

しろ同じ文潟靖成で頚部のモチーフを欠く「時井上霊山明20図24)が主流を占めるようである。

14)湯坂遺跡T1-V区土壌出土土器のな制こ特徴的にみられた土器を「湯坂劃と命名した(塚本2007)。若官協ま底部から口縁部まで直線的に立ち

上がることが多いが、頚部で緩く括れ、 F特日が僅州こ張る器形もある。口縁部に2条の背の高い隆帯が巡らし、それを橋渡しするように樹立の

S宇状の突起を配七体部出血文のみとする例が多い頃33図17・18)が、文謙を描くものもある傍17図13)。主に栃木県北部に分布する。
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阿玉台E式古段階に出現し、阿玉台I!I'IV式並行期に踊子するようである。

15)この関稽は多くの研究者が唱える「わ同 a式古関渚」に相当する。筆者は、関月号也方北贈防当ら福島県南半部の土器を呼称する際、極力「大

木7bぬ「対立8a式jを用し、なし亡ととしている。いくつカ哩由はある。山内清男が制定した「ブホ7b式jは阿玉台式に樹子し、「わド8

a王匂 l訪日猷I]E王むの前半に出子する。阿玉台式の後半に出子する湯坂遺跡T1-Y区土壌キ欄沢遺跡14H干2から出土した土器を「対同 a式j

と呼ぶのは学史的に不適切と考えた(塚本 1997)。なお、山内がたド7b式や8a式を制定した当時、阿玉台式土器は、ル険三郎・下村三四

吉 (j¥.7ド・下村 1894)による阿玉台貝塚の報告キ大山史前学等移閉が胃瞳した宮平貝塚、竹来恨田貝塚の報告伏山柏ほか 1937・1940)によ

る土器を標準としており、現在の阿玉台 Ib~II式を指していたと思われる。なお、近年公表された山内清男のわド 7b式とわ同 a式の標準

資料(早瀬・菅野・須藤2∞6)を見ると、われb式土器4は阿玉台 1a~I b式古関清酒子、オマド8a式l訪日曽利EI式の古い部分に時期の違
う土器が油生したものと尉つれるo 間|牌孝は、筆者の浄法寺遺跡報文を紹介したうえで、阿玉台I!I'IV式に並行ずるカ侍掠土器を「対同

a 直前型南と呼ぶことを関白している(西川2017)。そもそも、関知肪北東部から福島県南半部の土器、例えば七郎内E群主器、槻沢型、

湯坂駅持法寺努盟の土器は、たド7b式相マド8a式訪1制定された仙台湾周辺には相生しない土器である。「中期如何丈土器様式Iに含むこと

はできても、「わド7b向や「カド8a王むの名を冠するに出雷同惑を覚える。一方、学蛸句な時重を抜きにして、ブマド7式とブマド8式の区

別を考える際、丹羽茂が重要な指摘を行っている明羽1989)。ブマド7式を「区画内に隆・枕諌による文撲を3'EI;真する土欄宇(区画内文様知真

土欄草:)Jとし、わ同式を「地文の上に隆・枕鵡による文様を描く土親孝繊細文様土欄草)Jとした。この基準は、樹て閑閣にも通用する。

七郎内E群土最がおド7b式槻沢型がカド8a式となる。しかし、阿玉台E・I¥ぱ湖では、ブマド7b式と知ド8a式が共{半することとなる。

卦剖固体を指す名称としては使えるが、細別型式の名称とはなりにく凡

16)この開皆は、多くの研究者が唱える「ブ寸(8a式中関稽」に相当する。一括遺物が乏しかった頃は、湯坂遺跡T1-Y区士塘出土土器が「ブ寸三

8a式古段階」、槻沢遺跡l姐-P2出土土器が「カド8a式中段階」の標準とさ払両者の知惇頃土器が異なっており(前者が七郎内E群土器

と湯坂型、後者が槻沢型)、妥当な細別と考えられた。しかし資料が培訪日した現在では、各土器群は両方の段階に亘って存続したことが明らか

となった。現時点では、阿玉台式の伴出なくしては、両脚皆の区別は困難といえよう。

17)多くの研究者が「カド8aJ3:新開皆Jと唱える。この開皆は山内清男が制定した「対立8a到にほぼ出子すると思われる。

18)海老原轍都「浄法寺タイプJと命名したものにほぼ相当する t海老原1979)。器用丈口頚部が強く内管ずるキャリノレ勝機材卦売であ

る。ほとんどの個体に4単位の中空突起が付く。突起は4個同大のもの、 l個のみ大形のもの、 1個の大形突起と対の{立置が中形で、他2個が

小形のもの等の変異がある。口頚部l対亘広い一帯の施丈域iこ、調逢帯で、渦巻文、対向渦巻文、横S字文等を配し、これとほぼ司方向に半肉彫

り的な枕線を施して、器面を知真する。僅糾こ残った空白部l司会j輔能文や三叉文を配オものもあるO 僻 sは全面高尾文のみとするか、縄文地に

縦方向の懸垂文を配すものがあり、曲榊恰モチーフを施すものは少ない。以上カ鞠治拘な土器甥33図19・20)である。中期中葉に樹て県

柏日を中心に、福島県会津地方・中通り地方南半部に分布する。近年発見例が報告されているが、茨城県ではあまり出土しない。栃幌北部や

福島県会構也方・中通り幸也方南半部には、新烏県中越地方の火炎土器に類似する「火炎系土器」が分布するが、その文様を取り入れて在地化し

た土器とし、える。近年、在地の縄文施文と火炎系土器の要素を取り入れた、別種の卦品発見されている甥23図10・11)。これらを含めて、

「浄法寺類劉は再度捉え置す必要がある。

19)小鍋内遺跡から、在地の文様である頚部括れ都の多条の枕鵡を施す下総官幽の力日曽利EI式土器が出土した。これ同抽で作られたものと

判断される。

20) 筆者はこれまで、一貫して箱状突起を加曽利 EI 式新段階の糊敷として捉えてきた甥本 1997 ・ 2018 等)。竹下遺跡土壌悌 30 図 16~18)

と何耕地富跡土壌の一括遺物を加曽利E式新段階と判断したからである。今回この一括造物を見直したところ、これらl訪日曽利EI肉中段階と

すべきと考え、箱状突起が加曽利口式中関皆カミら出現したと考え方を改める。なお、海老原有嘩は、箱状突起は筆者の加曽利EI式中段階に

位置づけており、加曽利口式新聞3皆はほぼ加曽利E式涼土器のみで占めると捉えていた(海老原1980b)。

21) 栃博中蛸日の例であるが、本闘部こ比定される芳賀町金井台遺跡G.295F 出土土器悌33 図 1~7) に、大形の給状突起洲寸く例がある悌

33図1)。
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22)前述したとおり、竹下遺跡士境出土並号舗 30 図 16~18) を加曽利 EI 式中段階としたことにより、現i郊皆で浄法寺類型州日曽利EI 式新段

階の卦告と共伴して事例を指摘することができなくなった。この閤渚の出土土器点数が多い槻沢遺跡SK154• 173に浄法寺努哩が 1点も含まれ

ていないことから考えると、この段階には浄法寺類型が消滅していた可能性がある。編年表舗 32図)には、この段階の浄法寺類型の掲示を

控えた。この点も従来(塚本1997・2018等)と考え方を変えた点である。この段階まで浄法寺努君拐2残るかどうか、今後の該題とした川
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栃木県域の経塚について(覚書)

池田敏宏

1.はじめに 3 栃木県域の経塚ならびに出土遺物

2.経塚研究抄史ー栃木県域を中心に一 4 まとめー栃木県域における経塚の特徴ー

1・2章では、執筆の動機、ならびに栃木県域を中心とした経塚研究抄史を記した。 3章では、古代~近世に至る埋経(書

写経典埋納)の歴史を概観したうえで、本県域の経塚(埋経)、ならびに出土遺物の傾向を記した。そして4章では、栃木県

域における経塚の特徴を要約すると共に、今後の課題と展望を記した。

1 .はじめlこ

筆者は、大学生時代、仏教学徒として仏教(教理)学・仏教史等を学んでいた。そうしたこともあって、一

時期、弥鞠信仰と経塚(埋経)の関係ーひいては弥鞍下生信仰、ならびに弘法大師入定留身信仰・高野山奥之

院経塚の形成(1)に興味を持ち、経塚等について調べたことがあった(卒業論文テーマとすべく)。しかし、悲し

い哉。このテーマは、学部生が太刀打ちできるしろものではなかった。そして時は流れて…

2016年2月、不思議と御縁が重なることで、発掘調査中の会橋久保経塚(栃木県高根沢町)に見学、コメント

する機会を得た。さらに、幸いにして、本経塚の整理作業・報告書作成に関わることが出来た。また、発掘

調査報告書中に「第4章総括第3節 『法華経』に関する基礎知識会橋久保経塚を解釈する一助として

」を著す機会を得た(ただし、内容が煩雑になることを危倶し、経塚については、埋経信仰と『法華経』の関係性整

理で筆を止めた)。

本稿は、学生時代に太刀打ちできなかった事象(埋経信仰)の一端、ならびに、前稿(池田 2019)では詳論でき

なかった事々(本県域の経塚・出土遺物の傾向)を書き記してみたい。まずは、栃木県域を中心とした経塚(埋経遺

跡)ならびに出土遺物の研究抄史を記す。

2.経塚研究抄史ー栃木県域を中心|こ-

2一 (1)江戸期~戦前

〔全般的傾向〕

経塚の発見は偶然で、あることが多く、その奇異性から関心を集めやすい。それゆえ、経塚ならびに出土遺

物に関する記録は江戸期から存在する〔例えば、松平定信[1759~1829J が編纂した『集古十種~ (寛政 12[1800J 

刊行)に治承2年[1178J銘経筒が記録されたり、各地『名所図会』等にも経塚出土遺物が紹介されている)(2)。

その傾向は明治~昭和初期に至るまで続くものの、考古学的視点による経塚研究もなされだす(和田 1901~

1912など)。なかでも、石田茂作氏の論著は、考古学講座の一書として経塚ならびに埋納施設・出土遺物を集

成・論述しており経塚研究の基本文献として名高い(石田 1929)。加えて、蔵田蔵氏の論考(蔵田 1936)、矢島

恭介氏の論考(矢島 1937)、田沢金吾氏の著書(田沢 1933文献)、帝室博物館編 1927・1937文献等も研究史上重

要な位置をしめている。
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〔本県域の動向〕

本県域における経塚研究は植田猛橋氏[1757~1843J が著した『日光山志』から始まる (3)。植田氏は刊本版『日

光山史』巻之ーにて日光滝尾神社で出土した経筒2点について絵図付きの詳細記録を残している。

次いで 1901年、考古皐舎は葉報として「那須郡鳥山町」の泉渓寺から発見された石庫・一宇一石経を紹介

している(考古撃舎 1901)0 1924年は経塚の当たり年で、「上都賀郡北犬飼村大字深津」の経筒、 r下都賀郡小

野寺村京呂戸後見」の経筒二個、日光二荒山(男体山)頂上「後見の経塚関係遺品」が相次いで中央学界の研

究誌o考古皐雑誌~ )に報告される(古谷・丸山 1924，丸山 1924a~c) 。

一方、当地の研究誌(~下野史談nでも佐藤行哉氏が 6 箇所の芳賀郡内経塚を示したのち、「下野園経筒年

表」ならびに「樫筒銘文」集成を掲載する(佐藤 1927)。同じ頃、内務省・栃木県草により、男体山(二荒山)頂上

発見の経塚遺物、小野寺(京呂戸)経塚から出土した経筒が調査・報告される。なお同書には「時下所在経塚

及ピ桓石出所一覧」として 12箇所の経塚、 7箇所の一字一石経出土地の一覧表が付されている(栃木県草 1927)。

2ー [2)戦後~現在

〔全般的傾向〕

経塚の概説ならびに発刊時点での研究現状・動向等を記したものとしては、矢島恭介氏の論考(矢島 1956)、

蔵田蔵氏の論考(蔵田 1961)、奥村秀雄氏の論考(奥村 1971)、三宅敏之氏の論著(三宅 1977・1983)、保坂三郎氏

の論考(保坂 1977) 、関秀夫氏の論著(関 1984~1990) 、杉山洋氏の著書(杉山 1994) などがある。経塚に関する

代表的研究としては石田茂作氏の著書(石田 1977)、保坂三郎氏の論著(保坂 1971)、村木二郎氏の論文(村木

1998・2003)などをあげてみたい。経塚資料を集成した書籍としては、稲垣普也ほか編 1977文献、関秀夫編

1985文献、難波田徹ほか編 1986文献、白井克也ほか編 2017・2018丈献等がある。また、国立歴史民俗博

物館は 2001 年度~2003 年度事業として「考古学資料の情報収集一経塚資料の集成的研究一J を実施、全国

経塚データベース作成を行っている。

なお、管見にふれた、ここ 20年ほどの興味深い発掘調査として、福島県・松野千光寺経塚、静岡県・堂ヶ

谷経塚、茨城県・浅間台一宇一石経塚などを挙げたい(4)。また、精力的、かっ興味深い博物館展示としては、

奈良国立博物館「弥鞠如来にささげるーお経のタイムカプセノレ 」、岩手県立博物館「岩手の経塚」、立正大

学博物館「経塚の諸相」などがある (5)。

〔本県域の動向〕

本県域の経塚・経塚遺物は、他県と比べて少ない傾向にあるにのためか研究も、盛んとは言えない)。とは言

うものの、学術的な経塚調査が、まだまだ少なかった状況下、男体山頂遺跡発掘調査にて経塚遺物が出土し、

注目を集めたこともある(なお、調査検討内容は斎藤・佐野・永峰編 1963文献として刊行されている)。

一方、偶然の発見や、開発工事に伴う事前調査により、日光市山内・二荒山神社境内経塚、日光市(旧.今

市市)・堀端経塚、上三川町・上蒲生経塚、宇都宮市・聖山公園遺跡経塚、真岡市・八木岡 I遺跡調査区内の

百胴塚などが発掘調査され、経塚内部構造等を明らかにしている〔大和久・浅沼 1967 大和久・大金1969.大和

久 1972.梁木編 1983・1993.吉田 1998)。

経塚関連論文としては、栃木県域の経塚研究略史および岩舟町小野寺出土「長治元年」銘経筒を紹介した

三宅敏之氏の論考(三宅 1979)や、同「長治元年」銘経筒を初めて図化し再考察を加えた斎藤弘氏の論考(斎藤

2009)がある。また、下野国内の経塚金石文資料や関連史料(六十六部聖史料)を収集、古代・中世の経塚の特徴
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を考察した皆川義孝氏の論考(皆川 2001)がある。

3.栃木県域の経塚ならび|こ出土遺物

ここでは、埋経(書写経典埋納)の歴史を概観したうえで、本県域の経塚(埋経)、ならびに出土遺物の傾向を

言己してみよう。

2 - (1)古代的な経塚

中国仏教圏では、釈迦牟尼仏(Sakyamuni)の入滅後、正法(仏の教え、教えを実践する人、証りを開く人のある時

期)、像法(仏の教え、教えを実践する人のみで、証りを開く人が出現しない時期)を経て、末法(仏の教えのみあって

悪事が横行する時期)に至るとしサ考え(末法思想、)が存在する。そして日本では、末1去の始まりが、永承7年

[1052Jと考えられていた(日)。事実この頃、災害や戦乱、僧侶どうしの抗争が続出していた。このため、「末法

の世J到来意識は急速に昂まっていった。

一方、大乗仏教のなかには未来仏(釈迦入滅56億 7千万年後の弥鞠菩薩の出現のち、悟りを得て如来)を信奉する

流れも存在している。そこで、人々は、弥鞠如来が現れ再び仏教が盛んになる時に備えて、経典を地中に埋

納して残そうとした。なお埋経は、写経・持経等の功徳を説く『法華経』が最多である (7)。次いで、、弥勅菩

薩の所依経典である『弥勃上生経j]~弥鞍下生経』や、浄土往生を説く『阿弥陀経』等が見られる。さらに、

即身成仏を説く『大日経j]~金剛頂経j] ~理趣経』などの埋経も見受けられる。

なお、古代の経塚(埋経)は、 11~ 12世紀にかけて、ほぼ全国で造立されたのち、 13世紀以降、急激に減

少・消滅してして。塚に納められた経典は紙本経が多いが、ほかに瓦経、銅板経、石経などがある。また、

これらを納めた外容器(金属製・石製・陶磁器製などの経筒や経箱)、副納品(鏡・小刀・銭貨・仏像・仏具など)があ

る(第1図上段)。ちなみに、関秀夫氏によれば、経塚の築造は、

①土壌に埋納したもの，②土墳に石室を構築して埋納したもの，③自然の地形を利用したもの

に大別できるという(関 1985，28頁)。

次に本県の事例と照らし合わせてみよう。栃木市岩舟町小野寺では、鋳銅製の経筒(器高25.0cm，径15.5cm， 

厚さ 0.27cm前f&)・蓋(器高6.1cm，径21.5 cm，厚さ 0.06c皿前後)と経巻残片(軸頭・軸木、経紙残片、発装、鋼板片)が

採集されている(第2図)。との経筒が発見された経緯・時期は不詳であり(日)、外容器・副議内品の有無、経塚の

築造分類も不明である。しかし、幸いにして、本経筒の体部外面には、

釈迦牟尼悌滅後末法之初天台比丘

成算寛澄等如法奉書篤妙蓮華経

也

長治元年甲申六月八日己酉

の銘文が記されている(斎藤 2009， 329~330 頁)。この紀年銘(長治元年[1108J) は全国的にみても早い事例で、経

塚の伝播過程を考察していくうえで貴重な資料である。

太郎山頂遺跡では、日光市史編さん事業に伴う表面調査で渥美窯産陶器壷[12世紀代]の中から双鳳円鏡1面

(径9.72cm.平安末~鎌倉初期)、鋼板製経筒蓋1点(径7cm)が発見されている(第2図)。加えて、同時採集され

た常滑窯産陶器三筋壷[生産は 12世紀後半を主体]の中からも鋳銅艶桂筒1点滴さ 19.5c皿，径7cm，厚さ 0.14cm)

が発見されている(第2図)0 I発掘調査が行われていないので具体的な状況は不分明であるが、遺物は火山灰

に埋蔵されているものと、崖下に投棄されたものの二様になる」ょうである(大和久1986，28頁)。
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栃木県域の経塚について(覚書)

一方、男体山頂遺跡では、経筒 11点、経軸頭 18点が発掘調査により出土した(第3図上段) (このうち6点

の経筒体部外面には銘文が記されている(日)。ただし、いずれの経筒も「他の諸遺物と混在しており、かっその破

損もいちじるしく、いわゆる経塚のように経巻を収めた経筒を主体とした遺構はなかったJ(斎藤・佐野・永

峰編1963，194頁)。関 1985文献でいう自然の地形を利用した(埋経)タイプに比定できょう。

2ー (2)中世の経塚

古代末~中世期、人々がおこなえる作善(仏縁を結ぶための善い行い)として経典(紙本経、柿経、貝殻経など)を

寺院や神社に奉納することが流行した〔寺社への写経奉納は、『法華経』のほか、『大般若経~ ~般若心経』、浄土三部

経=~阿弥陀経』・『無量寿経』・『観無量寿経』などが見られる〕。これと六十六部聖の回国巡礼とが結びつき中世的

納経・埋経が展開する。ちなみに六十六部聖(略称:六部.別称:回国聖)とは、原則的には、『法華経』を六十

六部書写し、全国六十六州の霊場に巡礼・奉納する聖のことである〔書写した経典自体を六十六部とも称した〕。

しかし、 14~15 世紀頃の六十六部聖が関与した遺物としては寺社に奉納した納札が残るていどで、経塚遺物

は少ない。

他方、 16世紀になると、六十六部聖は規格化された小型経筒(鋼板製.円筒形または六角柱形で高さ 10cm前後)

を用いだす。そして寺社境内に埋納するタイプの経塚が全国的に盛行する(第1図中段)(10) (経筒に「大乗妙典」

「如法経」等の銘文が見られる。『法華経』を意味するケースが多い)。

次に、本県域の事例と照らし合わせてみよう。

a)納経塔の事例

日光山輪王寺には鉄製納経塔1点が伝わっている。宝箆印塔に近い形をしているが(高さ 91.1 c皿.相輪部，笠

部，塔身部，台座を別鋳、各々を組み立てる)、塔身部が著しく高し、(第4図左側)0 I塔身の銘文によって、元徳三年

[1331J十二月十五日付けで書写した法華経を納めた塔であることが知られる。本来この塔は、勝道上人の墓

所といわれる中禅寺湖内の上野島(南北約 12メートル、東西約 14メートル)に置かれていたものを、近年移転し

て輪主寺宝物館内に保管」されている (11)。なお、銘文は、以下の通りである(千田 2000 ， 212~213 頁.ただし銘

文[J内は池田補足)。

一宇三礼如法書寓一乗妙典全部奉納

元徳三年辛未[1331J十二月十五日

本願上人良覚

大工沙弥行西

b)寺社境内の埋納

日光市山内滝尾神社では、文政6年[1823Jに、別所の西方に所在する影向石付近で経筒2点が出土したと

『日光山志』は記す。 1点の経筒(第4図上段右)は上端が欠損しており外面には、

下野園宇都宮住覚源

羅剃女旦那叡壱法印

奉納大乗妙典六十六部聖

三十番神法政禅門

大永五年[1525J今月吉日
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東宮神社経筒(享禄2年銘)

上野島納経塔@滝尾神社経筒。東宮神社経筒(千四 2000、植田 1996、田熊 1982)
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栃木県域の経塚について(覚書)

の銘文が記されている。また、別の 1点(第4図上段左)は経筒上面と体部の一部に欠損があるものの、

下線州北口口口口久菊

羅剃女旦那下組園沓懸社

松本民部少輔宗膳

奉納大乗妙典六十六部聖

三十番神大永雪月吉日

と記されている(植田 1996，143~145 頁.ただし両銘文とも[ J内は池田補記)。

日光市山内・二荒山神社では、北側境内地を整地中、経塚が発見された。急逮、発掘調査を実施した結果、

大きな掘込み(上部径1.8m、底径1.2m、深さ 0.9m)の中に石経が埋納されていたと言う(平たい河原石に経典を墨

書したもので、一字一石はなく、すべて長い経文が書かれている)0 I埋納の時期は、経塚の上に植えられていた杉

の大木の樹齢と見合わせて、室町時代を下限とするものと考え」られている(大和久 1970，198頁大和久1972，423 

~424 頁)。

栃木市皆川・東宮神社は、「昭和四年二月六日郷社東宮神社拝殿新築二付社前横張ノ為メ地下ヶ工事中地下

約四尺位ノ下ヨリ」発掘した鋼板製の円形経筒 1点(第4図下段右)、ならびに当時の発見記録を現在に伝えて

いる。経筒外面には、

十羅剃女皆川庄東宮大明神

(究字パク) 奉納大乗妙典六十六部

升十番神 享禄二天[1529J八月吉日

冷木与日郎勝家

が刻字されている(田熊 1981.22~24 頁.ただ、し銘文[ J内は池田補記)。

芳賀町「大字祖母井字赤坂道上Jでは、「番七稲荷社の境内」より経筒が「殺掘」された(12)0 I経筒は青銅

板にて製作せられて鍍金が施されてゐる、(略)筒中には経文が入ってゐたのであらう、黒い灰のようなもの

になって約五分程填充されていると云ふんなお、経筒外面には、

十羅剃女宇都宮住宥j青

(党字観音[サJ) 奉納大乗妙典六十六部聖

三十番神天文十四年[1545J今月日

が刻字されている(佐藤1927，14頁ただし銘文[J内は池田補記)。

このほか、男体山頂遺跡では、天文2年[1533J銘経筒(鋼板製で高さ 9.5CID、口径4.3CID、厚さ 0.04CIDo 蓋・底

は欠損)が出土。筒身は鍍金を施し、

(鹿)池故賀志吉原七良左(衛)門

党字ノtク 奉納十羅剃女三十番神

南(峰)天文二季笑巳[1533J七月吉日

と刻字されている(斎藤・佐野・永峰編1963，194~198 頁ただし銘文[ J内は池田補記入

また、芳賀郡益子町鹿島神社境内と同郡中村八幡神社境内から鎌倉時代の和鏡が稜見された。このことか

ら、「他ノ稜見ニ就テハ不明ナレドモ、恐ラク経塚ナラム」と推定されている(佐藤1924，13頁栃木豚 1927，133 

~134 頁)。これと同様に、「那須郡那須村[現.那須町]大字高久」でも「古鏡設見地又恐ラク経塚ナリシナラン

ト」と記されている(栃木豚 1927，133~134 頁)。
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栃木県域の経塚について(覚書)

c)塚への埋納

宇都宮市・聖山公園遺跡には 1~3 号塚が並んで、築造されていた (13)。霊園造成に先立つ発掘調査により 2

号塚の中心部・盛土表面一約 20cmの深さから鋼板製の六角宝瞳経筒(厚さ 0.01c皿筒部完存蓋は欠失)が出土し

た(埋納遺構・経筒外容器・副納品は検出されなかった)(第5図)。経筒の扉内面および外部裏面には、

(党字ノ〈ク)奉納大乗妙典六十六部聖賢正

十羅利女

享禄二天[1529J二月吉日

三十番神

士州高岳

四万川住邑

が刻字されている(梁木編 1983，47頁.梁木編 1993，247頁.ただし銘文[J内は池田補記)。

栃木市岩舟町小野寺(字京呂戸)では、山麓に所在する「小丘4個」のうち、「二個の塚を塚の樹根を殺掘せ

し際、各塚より一個づ〉経筒を稜見せりと云」う。うち 1点は「小石榔の中にありし矯め、殺掘の折岩石に

押しつぶされ、蓋は歪み筒は扇平に」なってしまったらしい。ただし、経筒外面の銘文は判読可能で、

十羅刺女大永六年[1526J八月

奉納大乗妙典六十六部

三十番神 昌膳上人

とある(丸山 1924b ， 43~44 頁)。また、別の 1 点は完形で経筒一面に、次の銘文を刻んでいる (14) 。

開合

奉書阿嫡陀経六巻四十八願文

十二光イ弗稜願文賓競百返

属善光寺四十八度参詣供養大乗妙典百部奉護請謬

此等功徳合力助成旦那等頭謹イ弗果無疑者也

本願道柘敬白

天文玉丙申 [1536J潤十月十五日

栃木市家中(字橋本)では、「念イ弗原といふ原野の一部を地均しの属、其慮にあった小塚[鎧塚をさす.池田補記]

を授堀した折に」経筒と紙本経が出土したと云う。なお紙本経は、その後、所在不明になってしまったよう

であるが、経筒は「長さ約一尺、上下約二寸同覆に」下記の銘文があると云う(出井 1924，42~43 頁) (15)。

下野園壬生住僧

[十][羅]剃女

党字奉納大乗妙典六十六部

静遍

三十番神

享禄[二年?] [1529? J嘗月日

なお、佐藤氏の「経筒銘文」集成によれば、宇都宮市「雀宮牛塚南方経塚」で、

十羅利 女天文七戊成[1538J十月十三日

(党字) 奉納大乗妙典六十六部聖
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研究紀要第27号

三十番神大隅園曾於郡住倍宗遍

と刻字された経筒が出土したことがうかがい知れる(ただし、本人が注記しているように、「下野史談舎見皐旅行ノ

際手記」をもとにしているため経筒銘文以外の情報は不詳である.佐藤1927，16頁)(16)。

その他では、鹿沼市深津において、小丘を掘削した折、経筒が発見された。経筒は欠損してしまったもの

の「妙典六十Jr部聖Jr享禄3年[1530JJなどの銘文が判読できると言う(丸山 1924a，43頁栃木県草1927，134頁)。

なお、芳賀郡益子町「上大羽字経塚ニ於テ、先年古鏡ヲ接見セリト云フ」との記載もみられる.¥(佐藤1924，13

頁.栃木豚 1927，133頁)。

2 - (3)近世的一字一石経塚の展開

5c皿前後の平たい河原石(蝶石)に一字~複数字の経文を墨書や朱書した石経を埋納した経塚が 16世紀頃

から造営される。これに伴い、小型経筒(高さ 10c皿前後)を用いた経塚造営は終鷲。代わりに礎石経塚が 17~

19世紀に隆盛した。

磯石経塚は、北は北海道、南は沖縄に至る日本全土に分布する。塚を築いて石経(数千~数万点が出土)を埋

納する事例が主体をなす(第1図下段)(17)。だが、なかには、「建造物の地鎮に用いられる例、骨蔵器と共に埋

納された例、経石を散布した例」などもある(三宅[慶]・池田[奈J2016，13頁)。また、経塚の標識として経碑を

建てるケースもある (18)。なお経碑をみると、『法華経』書写の事例が多い。だが、磯石経のほとんどは、一

字もしくは数字の写経のため、「経典を復原することは不可能であり、数行にわたって書写した礎石経でも正

確を期すことは困難」であると先学は指摘する(坂詰編2003，107頁)。

次に、本県域の事例と照らし合わせてみよう。

a)寺社における石経出土事例

栃木豚 1927文献によれば、「那須郡鳥山町[現.那須鳥山市]妙光寺境内」で「一石一字ノ墨書アルモノヲ発

掘」したという。しかも「内長サ約九寸幅慶キトコロ四寸玉分アル扇平ナル石メ表面ニ願文記シ、裏面ニ賓

永六年[1709]己丑八月」の紀年銘があるとしサ。

また、下都賀郡「富山村[現.栃木市大平町]大中寺門前並木ノ杉ノ根本ヨリ一石一字ノ墨書アノレモノヲ発見」

したという。「寺伝ニヨレパ、(略)慶長七年[1602]ニ此杉並木ヲ植ユト云フ」。ゆえ「其時根元ニ此軽石ヲ埋メ

シモノカ」と推定している。さらに、「下都賀郡寺尾村出流山[現.栃木市出流町・出流山満願寺]観音堂岩屋道」

と「足利市緑町八雲神社奮地Jでも「一石一宇ノ墨書アノレモノヲ発掘」したと云う。

なお、興味深い事例としては「安蘇郡葛生町[現.佐野市鉢木町]願成寺境内観音堂床下」では「一石一字ノ

墨書アルモノ敷並べ」ていたと云う。また、大谷寺(坂東三十三観音札所)にほど近い「河内郡城山村[現.宇都宮

市城山]大字荒針ニ於テ一石一宇ノ朱書アルモノヲ稜堀」したと云う(以上、すべて栃木県系1927，134~135 頁.ただ

し[]内は池田補記)。

b)経碑を伴う埋経事例

「那須郡伊玉野村大字伊主野[現.那須町伊玉野]字花園地内」の備中廓の崖下には、

法蓮如水

奉書寓大乗妙典一石一字供養塔

並書敬白
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願以此功徳普及於一切

我等与衆生皆共成仏道

自他平等

師親巻属七世父母三界再霊

即身成仏

音賓永六巳丑天[1709J七月吉日

栃木県域の経塚について(覚書)

と刻まれた経碑(一宇一石供養塔)と「経石を出つる塚」の存在が知られる〔ただし「先年来より大方取出され今は

散乱して少数となりたる如し、然れとも附近より堀出され居る経石を後見し得る現況なりJ(柿園 1924，9 ~10 頁)J 。

一方、宇都宮市新里町萱野では、石橿・銅製経箱が構造改造事業の工事中に発見された(第6図)。経箱は

厚い鋼板を組み合わせた蓋付き長方形の箱で、大谷石で作った石植に納められ、これと関係する供養塔の北

側地下から発見された。銅製の箱の寸法は、身の長辺が 29.5cm、短辺が 20.5cm、高さが 6.05cmで、蓋は長辺

が9.9cm、短辺が 21.1 cm、高さは 2.4cmである。

銅製経箱の蓋上面には、

願文書付事

宝永七年[1710J 下野園河内郡新里住

究字村 西国秩父坂東百ヶ寺巡礼忍誉妙得矯菩提

党字キリーク 奉讃調法華経一千部子孫繁栄家内安全依

党字サ 奉納大乗妙典六十六部両親現当二世安楽依

当国升十三所観世音順始宝永六己二月取願成就依

庚寅三月吉祥日供養高橋善左衛門吉勝敬日

の願文が刻まれている。ただし発見時点では経典らしいものは見つかっていない。なお、経碑(大乗妙典一千

部供養塔)にも、

宝永七庚寅 [1710J 三月廿七日

党字村 奉異讃法華妙典一千部撰供養導師乗口

撃口法寛周

党字刊イ奉納大乗妙典日;本六十六部本誓口口子孫

党字サ 奉寄納法華妙典坂東:ft十三部安全取願成依

当村住高橋氏善左衛門吉勝

敬白

の願文が刻字されている。つまり、石橿・銅製経箱・経碑が、セットとして検出できた好例である(大和久 1969，55

~62 頁.ただし銘文[ J内は池田補記)。

また、日光市(旧.今市市)倉ケ崎・堀端経塚では、農作業中に数個の多宇一石経が数個発見された。また、

今市市教育委員会(当時)は、これとは別に同地の発掘調査指導を栃木県教育委員会文化財保護課(当時)に要請

していた。そしてトレンチ発掘調査を実施したところ、石経を埋納していた方形ピット(一辺0.62m前後，深さ

0.40m.この土坑にじかに石経を納めた)、 2組の小堂宇礎石跡(2棟とも 3間X3間程度の大きさ.堂の東側に石経を

埋納したことは確実)が検出できた(第7図)。出土遺物は、 964個の多宇一石経(5cm程度の平たい河原石に経文を墨

書)のみで、大部分が『法華経11I方便品第二」のようである。このほかに真言(漢音訳ただし釈読不能)や、祖

先供養を意味する石経(I迦牟尼仏/(片仮名)サ供養釈JI口印導/霊魂口/代々 先祖/諸聖霊/[党字]ア普岳道観J) 
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背銅製経箱(宝永7生存銘)

経碑(宝永7年銘)

20 cm 

石構

第 6図 宇都宮市新里町宜野石櫨@経籍@経碑(大和久 1969)
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7図堀端経壊(大和久@浅沼 1967)
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も出土している。

なお、石経埋納ピットから 6mほど離れた場所に経碑(最下部蓋石は一辺 0.69m.その上の台石は一辺0.49m.経

碑は高さ 0.86m，一辺 0.33m)がある(第7図上・中段)。この最下部蓋石は、丁度ピットをふさぐ大きさである。

それゆえ、経碑は本来、石経埋納の方形ピットの直上に据えられていたと推定されている。経碑には、

党字ノ号ク 石経書写塔

書写師法印秀運

寛政七年乙卯天口795J

十有月吉 辰

と刻まれている(大和久・浅沼 1967，1 ~10 頁.大和久 1970， 199 頁.ただし碑文[ ]内は池田補記)。

河内郡上三川町・上蒲生遺跡では、日産自動車栃木工場建設に先立つて2基の塚と古墳時代住居跡が発掘

調査された。 1. 2号塚とも、小型円墳と同じような規模・形状をしているが(第8図上段)(19)、塚は周辺の

土をかき集め盛土しただ、けの簡単な工法であったo このうち l号塚頂部には凸形の浅い掘り込みがあった(聞

き取り調査等の結果、同町上三川・普門寺境内に現存している享保5年銘経碑が建っていた痕跡であること判明)。この

直下から一宇一石経(20)とこれを埋納した方形孔が検出された。なお、 1号塚に建てられていた経碑の銘文は

次の通りである(大和久・大金 1969，8~9 頁.ただし銘文[ ]内は池田補記)。

党字サ 享保五庚子歳[1720J十一月吉祥日

発字キリーク 大乗妙典前々一万五千部供養 敬自

党字サク 萩原氏

施主 同氏

国府田氏

他方、 2号塚からは「一物も検出されていなしリ。上述の普門寺境内に現存するもう 1基の経碑(正徳6年銘)

も、かつてこの塚の頂部にあったことから「紙本経を埋納した塚」の可能性が推定されている。なお、 2号

塚経碑の銘文は次の通りである(大和久・大金1969，8 ~ 9頁ただし銘文[J内は池田補記)。

願[以]比功徳普及於一切

我等与衆生皆共成仏道

究字キリーク 大乗妙典六千部供養之塔

c)塚への埋納

萩原勝右衛門勝秀

檀主同姓市右衛門秀重

国府田氏悔口道華

正徳六丙申歳[1716J二月摩[言可]吉日

栃木市藤岡町蛭沼・山王寺大祈塚古墳〔古墳時代前期の前方後方墳[全長約 96mJ)は、「南側裾部一帯に山王寺

という寺がかつてあった」という(墳正は寺の所有地で、前方部中央には墓地が営まれている)。古墳発掘調査中、

後方部墳頂部の南東縁や同東縁部の表土-20cmほどの深さから一宇一石経群が出土した(第8図下段)0 I山王

寺に因る仏教信仰の所産」と推定されている(前津 1978， 28~29 頁)。

真岡市八木岡地内では、国道 294号ノくイパス建設に伴い同地区遺跡群の発掘調査が行われた。このうち、

八木岡 I遺跡調査区内に所在する「百胴塚」の石組基壇(近~現代になってから造立.発掘調査着手直前まで洞が
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2号経塚

上蒲生経塚

15.85 

山王寺大桝塚古墳

一字一石経

第8図 上蒲生経塚@山王寺大桝塚古墳(大和久@大金1969、前津1978)
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建っていた) (第9図上段右)を除去した際、当該地から磯石経・経容器が出土した。このことから、初めて経

塚であることが認識された(21)。

経容器は瓦質土器である(口径26.0cm，器高35.0叫底径21.2 cm目第9図上段左)0 1口縁部の一部が欠損した状

態で出土した。元々欠損していたのか、桐に納めた際に欠損したのかは不明である」と言う。一字一石経(長

径 7~10 c皿程の扇平な楕円磯に璽書)は、経容器の内外から 233点出土している (22)。判読できた主字は「葉J1詞」

「真J1弗J1伽J1 (蓮7)J 1華J1舎J1丘J1施」など、脇字は「道場口J1木二口J1 (吉兵衛7)J 1長十郎」

1 (重7)三郎J1花J1 (与7)蔵」などがある(第9図下段)。判読できた文字数が 41点と少ないことから、出

典を明確にはできなかった(ただし、 I(蓮?)J I華J字から『妙法蓮華経』の可能性を推定している)[吉田 1998，88~ 

89頁]。

この他、大田原市両郷の丸山経塚では、塚(高さ 1mほど、径2mほど)の 14周が切り取られ、その結果、

川原石をぎっしり積み、その上に土をかけたものであることが」開墾により判ったと言う(渡辺 1963，119~120 

頁)。また、「芳賀郡小員村大字績谷[現.市貝町続谷]字西山経塚ニ於テ一石一字ノ墨書アルモノヲ稜堀」したと

云う(佐藤1924，13頁栃木県高 1927，135貰)。さらに、芳賀郡「南高根津村大字芳士戸[現.芳賀町芳志戸]字沓形」

でも「経石出土」があったと云う(佐藤1924，13頁)。

3.まとめー栃木県域における経塚の特徴-

本県域における経塚の特徴を整理すると、次のようにまとめられよう。

( 1 )古代的経塚

(1-1)栃木県域では、東京都・白山神社経塚や茨城県・東城寺経塚等(関ほか1986.白井編2017)のような古代経

塚(里山に所在し多量の経塚遺物が出土)は現時点では確認されていない。

(1-2)一方、栃木市岩舟町小野寺出士経筒銘文が、当時の近畿事例に近似していることから、「西日本で広く

行われていた経塚造営の実態に近いものであったと推定」される(斎藤2009，332頁)。なお、小野寺出土経

筒は、山梨県・柏尾山経塚(康和5年[1103J銘)と同様、東日本最古級の経塚である (23) 。

(1-3)日光男体山頂遺跡と太郎山頂遺跡は、他の宗教遺物と混在しており、「いわゆる経塚のように経巻を収

めた経筒を主体とした遺構はな」い(斎藤・佐野・永峰編1963，194頁)。奈良県・金峯山、和歌山県・那智山

などと同様に「埋経を含む多用な山岳宗教が重なり合った複合遺跡」であるがゆえと言えよう(関 1990，26

頁)。

(1-4) 古代的な経塚(埋経)は、 11~12 世紀にかけて造立されたのち、 13 世紀以降、急激に減少・消滅してい

く。こうしたなか、男体山頂遺跡では散発的ではあるものの、「承久3年口221]Jから「元享3年[1323JJ 

に至る期間、埋経が行われている(同遺跡出土経筒銘文より)。

(1-5)男体山頂遺跡出土の元享3年銘経筒には「下野田日光禅定権現御宝殿」の語がみられる(本稿註9を併照)。

加えて、同遺跡では禅定札・種子札(24)や御正体(25)などの修験道系遺物も出土している(第2図下段)0 (1-3・

4) の背景には修験行者の関与も想定できょう。

(2 )中世の経塚

(2-1)古代末~中世期、人々がおこなえる作善と回国巡礼とが結びつき中世的納経・埋経が展開した。しか

し、 14~15 世紀頃の遺物としては寺社奉納の納札が残るていどで、経塚遺物は少ない。こうしたなか、

元徳三年[1331Jの紀念銘をもっ日光市中宮洞・上野島納経塔は稀少な事例である。しかも本例は、一字三
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礼(写経に際し、一字書くたびに仏を念じ三度礼拝)にもとづく正式な如法経(~法華経~ )書写である。

(2-2)栃木県域の経塚 29遺跡中 8遺跡は六十六部聖が関与した経塚・経塚遺物である。なお、現時点では、

本県域の六十六部聖経塚・経塚遺物は大永5年 [1525Jから天文 14年 [1545Jの期間に限られる(他地域で

は16世紀中葉~後葉でも六十六部聖関与の経塚が営まれている)。

(2-3)日光滝尾神社・大永5年銘経筒、小野寺京呂戸経塚・大永6年銘経筒は、法印・上人(26)クラスの僧侶

が旦那となり、六十六部聖が本県域寺社・経塚に奉納・畠怪した事例である(六十六部聖の多様性を考察して

いくうえで興味深い事象であるが、両者の関係性の分析・検討については今後に期したい)。

(2-4)日光男体山頂遺跡では、六十六部聖により自然地形を利用した(古代的)畠笹が行われている(男体山頂遺

跡・天文2年銘経筒)。

(2-5)下野国在住の六十六部聖による圏内寺社・経塚への明確な埋経事例としては、「宇都宮住宥清」による

番七稲荷社境内経塚への耳糧(天文14年銘経筒)、「壬生住僧静遍」による橋本鎧塚(経塚)への埋経(享禄2年

銘経筒)がある。

(2-6)遠隔地からの六十六部聖埋経事例としては、「下線、園沓懸社松本民部少輔宗膳」が旦那となった日光滝

尾神社境内への埋経(大永雪月銘経筒)、土佐国高岳四万)11 [現在の高知県高岡郡四万十町]住の「賢正Jによる

聖山公園2号経塚への耳経(享禄2年銘経筒)、大隅国曾於郡[現在の鹿児島県曽於郡]住の「宗遍」による雀宮

牛塚南方(経塚)への埋経(天文7年銘経筒)がある。

(2一7)中世の経筒銘文に記される「大乗妙典」は『法華経』をさすと概説書に往々記されている。しかし、

小野寺京呂戸経塚で出土した天文5年銘経筒銘文を見ると信濃国・善光寺阿弥陀如来の参詣のため「奉書

阿爾陀経六巻」等を読諦・埋経したことが分かる (27)。また、このことから、本経筒銘文の「大乗妙典百

部」は『阿弥陀経』を意味することが明らかである。「大乗妙典J= ~法華経』だけではないことを示す

好例である(実際、寺中土奉納経で『大般若羅蜜多経(大般若経)~が大乗妙典として扱われる事例も存する)。今後も

注意深く経塚銘文を検討していく必要があろう。

(3 )近世の経塚

(3-1)栃木県域の経塚29遺跡中 16遺跡は近世の経塚・経塚遺物で、最も多い。なお、那須町伊玉野備中廓

には宝永6年[1709J銘の一宇一石供養塔と経碑(一字一石経)が存在している。さらに那須烏山市・妙光寺で

も宝永6年[1709J銘の一宇一石経が出土している。現時点では、本県域における礎石経塚の初現事例であ

る(考古資料として)。

(3-2) 17世紀以降、経碑は多数造立されるものの、碑下の埋経については十分な調査がされていないとの指

摘がある。しかし、本県域では、 1920年代と 1960年代に、先駆的に経塚・経碑の有機的調査・検討がな

されている(那須町伊玉野備中廓の経塚・経碑、日光市倉ケ崎の堀端経塚・経碑、宇都宮市新里町萱野の石橿・銅製

経箱・経碑、上三川町上蒲生の上蒲生経塚・経碑)。経塚研究史的にみても特筆できょう倒。

(3-3)堀端経塚では「法印」が「書写師」となって磯石経塚・経碑が築造されている(却)。また伊主野備中廓

経塚でも「法蓮」により「大乗妙典一石一宇供養」が行われている。一方、在村の名主層が施主となって

いる事例として宇都宮市新里町萱野の石橿・銅製経箱・経碑(ただし「導師」として複数の僧侶らしき人物名

も記される)や、上三川町上蒲生1・2号経塚・経碑がある。

(3-4)中~近世の経筒・経碑に記される「大乗妙典」は、『法華経』を意味する事例が多い。それゆえ、堀端

経塚例のように釈迦牟尼仏(~法華経』の説法主)の種子パクが同時に記されることも多い。一方、宇都宮市
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新里町萱野の銅製経箱・経碑や、上三川町上蒲生1・2号経塚の経碑には「大乗妙典」供養の願文上に阿

弥陀三尊の党字・種子(阿弥陀如来のキリーク、観音菩薩のサ、勢至菩薩のサク)が刻字されている。『法華経』

信仰と阿弥陀浄土信仰が融合した結果と考えられる(前稿 2019)。

(3-5)宇都宮市新里町萱野の銅製経箱には「西国秩父坂東百ヶ寺巡礼JI当国升十三所観世音順始宝永六己二月

取願成就飲」が、同・経碑には「奉寄納法華妙典坂東升十三部 安全取j願成依」の語が記される。なお、観

音菩薩は三十三の化身を生じて衆生を救済することにれにちなんで、西国秩父坂東の観音三十三所霊場巡礼が

成立)、在俗的性格を持っていることから、人々から人気が高い仏尊である。観音菩薩の功徳を説く経典

は多数存在する。その基本になっているのは『法華経11I観世音菩薩普門品」であり、「法華妙典」奉納・

読請と矛盾するものではなし、(前稿 2019)。

(3-6)古代~中世経塚にはなかった現世利益の願文(新里町萱野銅製経箱の「子孫繁栄家内安全依」や同経碑の「安

全取願成飲J)、祖霊供養を意味する文言(新里町萱野銅製経箱の「忍誉妙得矯菩提」や、堀端経塚出土磯石経の

「口印導/霊魂口/代々 先祖/諾聖霊/[焚字]ア 普岳道観」、伊王野備中廓経碑銘文の「自他平等/師親春属七世父母三

界寓霊/即身成仏J)が近世経塚には認められる。なお、大乗妙典である『法華経』は諸功徳やあらゆる衆

生の成仏を説いており、現世利益・祖霊供養の文言と矛盾するものではない(前稿 2019)。

(3-7)東京都杉並区・妙法寺祖師堂須弥壇の床下からは一宇一石経 48，241点ならびに多字一石経 136点が発

掘調査により検出されている。地鎮めと多数作善が融合した埋経のようである(有富 2001)。一字一石経を

敷き並べていた佐野市鉢木町・願成寺境内観音堂床下事例も妙法寺祖師堂と同様に地鎮め、ないし多数

作善によると推定してみたい。

(3-8)栃木市藤岡町蛭沼・山王寺大析塚古墳の南側裾部に山王寺という寺がかつてあったという。墳丘に散在

する磯石経群は、経石散布による「まじなひJ(地鎮め等)なのであろう (30)。

謝辞 中山晋氏、石橋知明氏、津野仁氏、塚本師也氏には、高根沢町・会橋久保経塚の発掘・整理・報告書作成

に関わる御縁を作って頂いた。塩谷修、比毛君夫の両氏からは土浦市・浅間台一宇一石経塚に関して多々御教示を頂いた。

足立佳代・篠原浩恵・岡野秀典・内山敏行・大竹弘高の各氏からは経塚に関する情報・文献の御提供を頂いた。なお、本

稿は、村木二郎氏、斎藤弘氏らと、かつて同行した全国経塚データベースの賜物と言ってもよい。末文ながら、記して御

礼申し上げます。

〔註〕

註1 弘法大師空海[774-835Jは、承和2年[835J3月21日に入定した (W績日本後紀』卒イ云)。しかし、高野山奥之院霊廟に身

をとどめ弥鞍菩薩の下生を待ちながら、衆生を見守ってくれていると今なお信じられている。この信仰のもと奥之院

が山内重要の聖地とされ、平安時代末期以降、経塚や塔婆が造立され続けている(納骨も行われている)。

註2 関 1985，1 ~ 6頁をもとに記述した。

註3 植田猛繕[1757~1843J は、八王子千人間心組頭として日光山火の番役の業務を勤めるとともに、公儀の要請により地

誌編纂に関わり『武蔵名所図会11[文化3年[1806J成立]を編じている。また、勤番の傍ら日光山の史跡名勝に関する聞

き取りをおこない『日光山志1110冊木〔文化7年[1810Jの序〕を作成、昌平坂学問所に献じている。この W!3光山志』

10冊本をもとに、さらなる校訂をおこったのが刊本版『日光山志11[官許天保七年[1836J丙申九月、同八年[1837J丁画正月

刻成の奥付〕である(太田 1995)。

註4 福島県喜多方市・松野千光寺経塚では、寛文 10年(1670)、経筒や大治5年(1130年.東北地方最古の経塚資料)の銘が刻
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まれた石橿・副納品が発見されたのち、石橿側面に当時の発見経緯を刻字し再埋納された。その後、再埋納された遺

物の一部が 1934年に偶然発見され聞き取り調査が行われた。また、 1993年、学術発掘調査が実施された。結果、埋

経遺構4基(新規発見合む)を検出し、過去の発掘地点を確定すると共に多大な成果をあげた(辻・片岡編 1999)。

静岡県牧之原市原口では、静岡空港整備工事に伴う発掘調査により、 10 世紀後半~15 世紀後半に至る山林寺院跡(堂

ヶ谷廃寺)と、 12世紀後葉の経塚3基が発見された(寺院跡の南東隣接地)。とりわけ1号経塚からは銅製経簡と共に、折

り曲げられた黒漆大刀 1点、小万 63点、鏡 16点が出土し(埋経の場で、繰り返し除魔儀礼をおとなった結果ど推定)、注目

を集めた(井鍋編2010)。

茨城県土浦市木田余では、急傾斜地を保護するための工事現場から『法華経』を書写した一字一石経塚が発見され、

急逮、発掘調査が行われた(発掘調査された一宇一石経塚としては、水戸市・湿気遺跡に続いて茨城県内2例目)(土浦市2017)。

1975年刊行の『土浦市史』には木田余西から一宇一石経の出土があった旨、記されている。当該地は、今回発掘調査

地点の可能性も考えられるとの由(塩谷修・比毛君夫両氏の御教示)。

註5 奈良国立博物館「弥戦如来にささげるーお経のタイムカプセルー」は、親子向け展示にもかかわらず同館が所蔵

または保管する一級品の経塚遺物を惜しげなく用いている(井口・岩戸2003)。岩手県立博物館「岩手の経塚」は、岩手

県内で数多く発見されている 12世紀の経塚資料集成(本企画展が岩手県内初の試み)を行っている(三浦2000)。立正大学

博物館「経塚の諸相」は、同大学が所蔵する経塚資料(三宅敏之氏寄贈資料含む)、および武蔵地域の経塚資料を展示、併

せて経塚造営の背景を概観している(三宅[慶]・池田[奈J2016)。

註6 正法・像法各五百年、正法五百年・像法千年、正法千年・像法五百年、王法・像法各千年などの考えがある。 6世

紀頃、中国で末法思想が成立し唐時代[618-907Jに一般化、日本に伝来した。日本では正法・像法各千年説によってお

り、『扶桑略記』には「去年の冬より疾疫流行し、年を改めて巳後、繍以織盛なり(略)今年[永承7年]始めて末法に入

る」と記される(多屋ほか編1995.426頁大隅2011，210頁)。

註7 ~法華経11 r如来神力品第二十一」は、法華経を受持・読諦・解説・書写するところは、いずこであっても仏の教

えが実践される聖地であると説く。筆者は、この「どこでも聖地J論を思想根拠のーっとして埋経信仰が形成されて

いったと想定している。なお、これについては、今後も、さらに検討を続けていきたく考えている。

註8 本経筒が発見された経緯は明らかではなく、「出土状況やその時期など全くわからないという。(略)その後どのよう

な経過を経たかは不詳であるが、栃木県立博物館が業者より購入した。経筒と蓋には保存処理が施され現在に至って

いるJ(斎藤2009，332頁)。なお、栃木県高 1927文献には、本経筒に関する記載はない。

註9 承久3年[1221J銘経筒は、銅板製で高さ 12.8CIIl、ひしゃげており蓋・底ともに欠損(ただL径は約5cm余りと推定可)、

厚さ 0.06CIIl。銘文は「奉施日光山中禅寺如法経/鋼筒一口承久三年辛巳五月十一日/藤原包則」と記される。

安貞 3年[1229J銘経筒断片は、鋼板製で高さ 13.8CIIl、板状になり口径は不明、厚さ 0.04C皿。銘文は「安貞三年口

己丑三月/聖人玄長」と記される。

文永元年[1264J銘経筒は、鋳銅製で高さ 14.9C皿、口径6.1CIIl、厚さ 0.3C皿。蓋は欠損。銘文は「当上人金剛仏子慶

裕/機法衆/覚誉/弁全ゾ呆誉/前賢/覚岨/円宗/円然/文永元年甲二子二月廿九日Jと記される。

元応元年[1321J銘経筒断片(残存率1/2)は、鋼板製で高さ 14.8CIIl、口径 5.5C皿、厚さ 0.05CIIl。蓋は欠損。銘文は

「口/口口/口三人藤原宗清/元応元年巳未七月十五日」と記される。

元享3年[1323J銘経筒は、銅板製で高さ 14.4C皿、口径6c皿、厚さ 0.05CIIlc 蓋は欠損。筒身は鍍金を施す。銘文は

「下野国日光禅定権現御宝殿/奉納法華経一部(則)天長地久パ所)願円満法界衆生平等利/益也 宇都宮中川原住人/七

郎太夫(藤)(原)(宗)清/元享三年笑亥七月廿七日」と記される(以上、斎藤・佐野・永峰編 1963，194~198 頁)。

なお、天文2年[1533J銘経筒については、本文(r2-[2J中世の経塚 b)寺社境内の埋納J)で述べる。
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註 10 ただし、この時期においても、寺社境内に設けられた奉納所や鉄塔(例.島根県太田市・南八幡宮)に奉納するケース

もみられる。なお、土中埋納タイプの場合、副納品(鏡・小万・銭貨・仏像・仏具など)を伴う事例も幾ばくかあるが、

古代の経塚と比べて数・種類は多くない。

註 11 栃木県草 1927文献には、上都賀郡日光町「大字中禅寺湖上野島ニ、元徳三年十二月十五日在銘ノ餓製納経塔建立セ

ラレアリ。之レ又一種ノ経塚類似ノ遺品ト認メラル」と記されている(栃木勝 1927，134頁)。

註 12 栃木県議 1927文献によれば、「ネ且母井赤阪('?'?)道上地内周関約十二問、高約七尺ノ丘塚中ヨリ、天文十四年在銘ノ

経筒ヲ殺見セリ」と記されている(栃木県高 1927，133頁)。

註 13 聖山公園遺跡 1~3 号塚は円形の高塚である(1号塚は径7.5m，高さ1.3m. 2号塚は径6m，高さ O.8m.3号塚は径7.3m， 

高さ1.2皿)。塚の築造にあたっては、周辺の士をかき集め、小高く盛士(1層のみ)した程度であると言う(宇都宮市教育委

員会 1993，247頁)。

註 14 経筒銘文は、丸山 1924論考ならびに佐藤 1927，16頁をもとに記述した([J内は池田補記)。

註 15 経筒銘文は、出井 1924， 42~43 頁ならびに佐藤 1927， 17 頁をもとに記述した(ただし銘文[ J内は池田補記)。ちなみ

に、関 1994，18頁の「鎧塚経塚」の所在地が「下都賀郡石橋町橋本」になっているのは誤記と恩われる。

註 16 栃木県採 1927文献でも、「雀宮村牛塚ニ於テ、天文六年在銘ノ経筒ヲ綾掘ス」と記述されているのみである(栃木豚

1927， 133頁)。

註 17 磯石経塚は、容器に陶磁器製・石製・木製などを用いる例や、副納品(鏡・利器・銭貨・仏像・仏具・火内鎌など)を伴

う例も確認されるが、いずれも稀である。

註 18 磯石経塚の標識として建立された石碑や石塔のことを経碑とし可。願意(築造の目的)、供養者名、供養の年月日、書

写経典名などを記している。 17世紀以降、多数造立されるが、碑下の埋経については十分な調査がされておらず未確

認の事例が多い。〆ちなみに、願意をみると、多数作善(多くの人々が結縁するととを目的)の例、追善供養の例、現世利益

を求める例など多種多様である。

註 19 1号塚は直径 17m前後，高さ 3mで、「古墳の周溝のように、裾の周囲がやや低くなっているJo 2号塚も直径約 16

m，高さ 3mで、 1号塚とほぼ同規模である。ちなみに、上蒲生地域には他にも後期古墳が存在するため、調査開始当

初は、この二つの塚を小型円墳と認識していたと言う(大和久・大金1969，8頁)。

註 20 r 1号経塚から経石が発見されている。小石に墨書したもので、一石に一字を書いたもの、数字を書いたものなど

様々であるが、大半はすでに解読不能である。若干判読せる経石を手がかりに経文の出典を尋ねたがどうも判然とし

ないJ(大和久・大金1969，8頁)。

註21 旧地権者の祖父の代(戦前)には、「かろうじて直径 3.5~4. Om程度の地膨れが残っていたらしい。しかし、耕作用

として土取りを繰り返すうちに消滅してしまったそうである。その際に経容器に入った磯石経が出たため、嗣を建て

て納めなおしたJとのことである。この話をもとに調査区内にトレンチを数木入れたが、塚の盛土痕跡や、経碑の痕

跡は認められなかった。ちなみに、「百胴塚と言う名称の由来は、周辺住民の話によると、戦国時代に、戦で敗れた側

の武将たちが斬首された際に、首の部分は首塚に、胴の部分は当塚に納められたからだそうであるJ(者団 1997，88頁)。

註22 r一度掘り出されてから、再び経容器に納められたため、容器内にそれ以外の石が混入しているか、逆に容器外に

磯石経が転落している可能性があったo (略)この結果、容器内 89点、容器外 134点の合計223点(二次的に混入した

打製石斧1点、須恵器大蜜破片 1点を含む)の遺物が出土したJ(吉田 1997，88頁)。

註 23 栃木市岩舟町小野寺出土経筒銘文に「天台比丘成算寛澄」の名が記されていること、経筒が出土した小野寺の地に

は大慈寺(天台宗の東国拠点の一つ)が所在することをふまえると、小野寺経筒(ならびに経塚造営)に大慈寺が関与した可能

性は高かろう。なお、東日本最古の山梨県・柏尾山経塚出土銅製経筒(:@.i怪に至った過程が漢字仮名まじりで 783文字記され
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る康和5年[1103J銘)にも天台僧寂円・尭範の名が見られる。「天台僧は各地の経塚造営に積極的で、あったのだろう J(斎

藤2009，332頁)。

註 24 禅定 (s:dhy~na) とは「心静かに膜想し、真理を観察すること J をさす。さらに、大乗仏教では「菩薩が実践すべき

修行徳目」の一つに数えられる(中村i副編2002，620頁)。それが転じて、日本では、山に登って行者が修行を積むことや、

霊山の頂上をも禅定と称した。なお、行者等による山頂登拝記念の奉納札を禅定札(禅頂札)と呼ぶ(禅頂の語は近世以降の

ことばである)(宮家編1986，228頁坂詰編2003，226頁)。なお、種子札は禅定札と「同じ意味合いの遺物で、尊像を種子で表」

したものである(大和久 1986，23頁)。

註 25 御正体(別称:懸仏)は、木地垂迩思想に基づく神の葱代を原義とし、鏡や円形の板の中央に、線刻または浮彫で仏像・

種子を表したものである(建物内に懸けられる)0 I平安時代の鏡像から発展したと考えられ、鎌倉・室町時代の聞に最も

盛んに奉納され、江戸時代には衰退したJ(中村ほか2ω2.963頁.坂詰編2003， 388~389 頁)。

註 26 法印は、古代僧綱制度では僧位の最上位を示した(僧正が任ぜられる)。ただし、 11世紀以降、その原則が崩れ、僧正

にならずに法印に任ぜられる僧都・律師などが現れた(その語義は時代が下るとともに拡散し、後世、密教僧や山伏が法印と呼

ばれるようになっていった)。他方、上人は、徳の優れた高僧や修行を積んだ聖者をさす(上人のほか、聖人・聖とも呼ばれた)。

中~近世期、一種の僧位として、朝廷から勅許(論旨)された(中村ほか2003，542・903頁)。

註 27 阿弥陀如来ならびに西方極楽浄土世界を簡潔に述べたのが『阿弥陀経』である(浄士各宗派で往々読請される)。また四

十八願とは、法蔵比丘(のち悟りを得て阿弥陀如来)が衆生を救うために立てた 48の誓願(例.南無阿弥陀仏と唱えたあらゆる

人々を極楽浄土へ導く)である(~無量寿経」巻上に説く)。十二光傍とは、阿弥陀如来の徳を十三光として形容・称讃したも

のを言う(~無量寿経』巻上に説く)。なお浄土信仰では、極楽往生・阿弥陀仏への帰命を発した偶文を「発願文」と呼ぶ(多

屋ほか編1995，122頁田中村ほか2002，428・926頁)

註 28 最近刊行された津野編2019文献でも、経塚・経碑の相互関係分析・検討がなされていること付記したい。

註 29 堀端経塚のある畑地は、「天台宗真光院境内地に隣接しているが、同地はもと同院境内地の一部であったものが戦

後に民有地になった」と言う。また、文献史料、ならびに真光院墓塔銘文を検討した結果、「真光院が天台宗と関係を

もった年代を少なくとも貞享年間[1684-1688Jまではさかのぼって考えることができる」とのことである(地元所伝によ

れば、浄土宗法蔵寺の別院であったものが、ある時期に日光山の天台宗妙道院の末寺になったという)げて手口久・浅沼 1967，11 ~16 頁)。

「法印」が「書写師」となって本経塚・経碑が築造されていることとも矛盾しない。

註 30 栃木市・大中寺の「門前並木ノ杉ノ根本ヨリ」発見された一字一石経も、経石敷き並べ(または散布)による「まじな

ひJ(地鎮め等)かもしれないこと付記しておく(ただし、これらについては今後の事例増加を期したい)。
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第1表栃木県域の経塚(時期別一覧)(1) 

古代的経塚

遺跡名または出土地 所在地 出土遺物

l 小野寺(経塚か)
栃木市岩舟町 青銅製経筒・蓋1(長治元年銘)，経巻残片
小野寺 (軸頭・軸木，経紙残片，発装，銅板片)

渥美窯産陶器壷1，双鳳円鏡1，銅板製経
2 太郎山頂遺跡(埋経か) 日光市中宮洞 筒蓋1，常滑窯産陶器三筋登，鋳銅製経筒

1 

青銅製経筒11(うち5点は承久3年銘，文永元
3 男体山頂遺跡(埋経) 日光市中宮市司 年銘，元応元年銘，元亨3年銘，天文2年銘)，経

軸頭18

中世の経塚

遺跡名または出土地 所在地 出土遺物

4 中禅寺湖上野島納経塔 日光市中宮洞 鉄製宝官室印塔型i納経塔(元徳元年.大工沙弥
行西銘)

青銅製経筒(大永5年銘)

5 滝尾神社境内(埋経か) 日光市山内

青銅製経筒(大永雪月銘)

栃木市岩舟町
青銅製経筒(大永6年銘)

6 小野寺京呂戸経塚
小野寺

J 青銅製経筒(天文5年銘)

7 東宮神社境内(埋経か) 栃木市皆川| 青銅製経筒・蓋(享禄2年銘)

B 橋本鎧塚(経塚か) 栃木市家中 経筒1(享縁2年銘)，紙本経(現品所在不明)

9 聖山公園1~3号経塚
宇都宮市 1号塚遺物なし.2号塚は六角宝檀経筒
上欠町 (享禄2年銘).3号塚は古銭1

10 深津(経塚か，埋経かは不明) 鹿沼市深津 経筒残欠(r妙典六十J r部聖J r享禄3年J
銘)

11 牛塚南方(経塚か) 宇都宮市雀宮 青銅製経筒(天文7年銘)

芳賀町大字祖12 番七稲荷神社境内経塚
母井赤坂道上

青銅製経筒(天文14年銘)

13 二荒山神社境内 日光市山内 多字一石経
(埋経か)

中世の経塚参考資料

出土地 所在地 出土遺物

参考l 「大字高久」
那須町大字 円鏡(鎌倉末足利初期ノ作品ト認メラノレ、モノ
高久 ナロ)

参考2鹿島神社境内 芳賀郡益子町
秋草文鏡，秋草双雀文鏡(何レモ鎌倉時代/
作品ナリ)

参考3 「字経塚」
益子町

古鏡
大字上大羽

参考4八幡神社境内 真岡市中 秋草文鏡(鎌倉期ノ作品ナリ)
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栃木県域の経塚について(覚書)

主な文献| 備考

1108年 斎藤2008
出土状況、採集時期などの詳細不明現在は
栃木県立博物館所蔵

12~13 

世紀頃
大和久1986 市史編さん事業に伴う表採資料

13~14 斎藤・佐野・永

世紀頃 峰編1963
1924年採集資料公表.1959年学術発掘調査

時期 文献 備考

1331年 千田2000 現在は輪王寺宝物館で保管・収蔵

1525年

植田1997(原著 文政6年[1823]に、別所の西方に所在する影
は天保B年頃) 向石付近で経筒2点が出土

1520年代

1526年 山麓に所在する「小丘4個」のうち、 「二個
丸山1924b の塚を塚の樹根を雪量掘せし際、各塚より一個

1536年 づ〉経筒を後見せり」

1529年 同首長1982
1929年に発見(神社拝殿前「地下約四尺位ノ
下ヨリJ) 

1529年 出井1924
「念併原といふ原野の一部を地均しの震、其
慮にあった小塚を君主堀」

1529年 梁木編1993 1982年発掘調査.宇都宮市教育委員会所蔵

1530年 丸山1924a
「道路普請の矯め小丘をま重掘せし際裂見せる
ものにて、数片に依損せし」

1538年 佐藤1927 経筒銘文以外の情報は不詳

「筒中には経文が入ってゐたのであらう、黒
1545年 佐藤1927 い灰のようなものになって約五分程填充され

ていると云ふ」

中世か 大和久1970 1965年発掘調査

( 時期| 文献 備考

中世か 栃木懸1927 「古鏡後見地又恐ラク経塚ナリシナラント」

中世か 栃木懸1927
「他ノ毅見ニ就テハ不明ナレドモ、恐ラク経
塚ナラム」

中世か 栃木懸1927 「先年古鏡ヲ号室見セリト云フ」

中世か 栃木懸1927 「恐ラク経塚ナラム」
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第2表栃木県域の経塚(時期別一覧)(2)

近世の経塚

遺跡名または出土地 所在地 出土遺物

14 備中廓経塚(篠石経塚) 那須町伊主野 一字一石経

15 妙光寺境内(磯石埋経か) 那須鳥山市南 一字一石経(宝永6年銘)

16 萱野(埋経か)
宇都宮市

石橿1，青銅製経箱(宝永7年銘)1 
新里町

上蒲生2号経塚 出土遺物なし
上三川町

17 
上蒲生

上蒲生 1号経塚(磯石経塚) 一字一石経

18 
堀端経塚(1日.真光院の境内 日光市

多字一石経964点
地.磯石埋経) 倉ケ崎

19 
八木岡 I遺跡百胴塚(磯石 真岡市

瓦質土器壷1，一宇一石経233点
経塚) 八木岡

20 丸山経塚(磯石経塚) 大田原市両郷 一字一石経

那須鳥山市
21 泉渓寺境内(磯石埋経か) 石庫，一宇一石経

金井

22 荒針(磯石経塚か)
宇都宮市

一字一石経(朱書)
城山町

23 西山(礎石経塚か) 市貝町続谷 一宇一石経

24 沓形(磯石経塚か) 芳賀町芳志戸 一字一石経

満願寺(磯石埋経か)
栃木市

一字一石経25 
出流町

26 大中寺(磯石埋経か)
栃木市

一字一石経
大平町

27 
山王寺大桝塚古墳(磯沼散 栃木市藤岡町

一宇一石経
布か) 蛭沼

28 願成寺観音堂床下 佐野市鉢木 「一石一字ノ墨書アルモノ敷並べアリ」

29 八雲神社旧地(磯石埋経か) 足利市緑町 一宇一石経

《凡例》

時期 ! 文献 備考

経碑(宝永日年銘)あり 「其角塔婆の下の塚即
1709年 柿園1927 芝蔓の下より一石一宇の墨書せし経石を出

す」

「内長サ約九寸幅庚キトコロ四寸五分アル肩
1709年 栃木県高1927 平ナル石ノ表面ニ願文記シ、裏面ニ賓永六年

[1709J己丑八月ト墨書」

1710年 大和久1969 経碑(宝永7年銘)を伴う

1716年
1968年発掘調査経碑(正徳6年銘)は同町・普

大和久・大金
門寺に移設

1969 

1720年
1968年発掘調査経碑(享保5年銘)は同町・普
円寺に移設

1795年
大和久・浅沼

1966年発掘調査近在に経碑(寛政7年銘)あり
1967 

近世か 吉田1998
1997年発掘調査栃木県埋蔵文化財センター
で資料保管

近世か 渡辺1963 1953年現地踏査(開墾により磯石経塚と判明)

「直径四尺計りなる石庫なるを見出したり」
近世か 考古皐曾1901 「卵形平面の小石に法華経八巻を一石に付ー

字ずつ書しあり」

近世か 栃木懸1927 「一石一字ノ朱書アルモノ緩掘セリ」

近世か 佐藤1927 「経石績出雪量見」

近世か 佐藤1927 「経石出土」とのみあり

栃木懸1927
「観音堂岩屋道二於テ一石一字ノ墨書アノレモ

近世か
ノ後掘ス」

近世か 栃木懸1927
「慶長七年ニ此杉並木ヲ植ユト云フJ r其時
根元ニ此経石ヲ壊メシモノカ」

近世か 前津1978
1975年発掘調査.後方部墳頂部の南東縁や同
東縁部から石経群が出土

近世か 栃木懸1927 地鎮めの「まじなひ」か

近世か 栃木懸1927 「一石一宇ノ墨書アルモノ殺掘セリJ

1.各経塚の情報は、一覧表掲載「文献」にもとづく。ただし、 1927年以前の経塚情報については、佐藤行哉1927文献と栃木豚1927文献にもとづいた事例が多い。

2. ~也文献(三宅1977，関1984等)の経塚一覧表に遺跡名や出土地名が掲載されていても遺構・遺物の検出内容が不詳な事例は、本一覧表に掲示しなかった。

3.原則として、経典を埋納し盛り土(封土)を有する事例は、遺跡名または出土地に経塚と表記した。一方、経典埋納のみ(封土なし)の事例は、遺跡名または出土地
の脇に埋経と注記した。

4 寺中土への奉納経典や、納経受取状等は、本一覧表に掲示しなかった。

5.多宇一石経、一宇一石経の出土事例は、遺跡名または出土地の脇に磯石経と注記した。

6.経碑のみ(埋経を伴うか否か不明)の事例は、本一覧表に掲示しなかった。
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